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同じ台紙にスタンプを重ねていくことで、カラフルな1つの
イラストを完成させる「重ね押しスタンプラリー」にチャレンジ！

紀北エリアで1つ、紀中･紀南エリアで1つ、
あわせて2つのイラストを完成させよう。

わかやま
記紀の旅

スタンプ押印帳
周遊スタンプラリー

スタンプをすべて
押印するまでは、
切り取らないで
ください。

スタンプをすべて
押印するまでは、
切り取らないで
ください。

ご応募の際は、キリトリ線右側の応募用紙が必要です。
イラスト全体部分を送っていただく必要はありません。

エリアの
４つのスタンプは
ココに重ね押し！

紀北

以下のスタンプ設置ポイントに用意さ
れているスタンプ台に、この頁の右端を
差し込みセットして、押印してください。

エリアの
４つのスタンプは
ココに重ね押し！

紀中・紀南

以下のスタンプ設置ポイントに用意さ
れているスタンプ台に、この頁の右端を
差し込みセットして、押印してください。

差し込み方向

差し込み方向

各スタンプ設置ポイントに用意されているスタンプ台
に、この頁の右端を差し込みセットして、押印していた
だくと、イラストがずれることなくきれいに押印できます。

※スタンプ押印が可能な時間は、設置ポイントごとに異なりま
　すのでご注意ください。
※スタンプ押印に際して別途費用は不要です。
※スタンプ設置ポイント等の近辺の路上駐車は近隣の方のご
　迷惑となりますのでご遠慮ください。
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木本八幡宮
（和歌山市）

「多くの有力豪族の祖となる歴代天皇の忠臣」（→P22）
▶物語に関連したモチーフとして、井戸が描かれています（武内宿禰誕生井の記述から）

都麻津姫神社
（和歌山市）

「緑豊かな紀伊国を創りし木の兄妹神」（→P12）
▶物語に関連したモチーフとして、木々が描かれています（木の兄妹神が登場する記述から）

宇賀部神社
（海南市）

「神武東征 遙かなる天下平定の道」（→P14）
▶物語に関連したモチーフとして、太陽が描かれています（太陽を背にして戦うという記述から）

橘本神社
（海南市）

「みかんのルーツ!？ 不老不死の霊菓を探せ」（→P18）
▶物語に関連したモチーフとして、みかんが描かれています（みかんのルーツとなる橘の記述から）
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小竹八幡神社
（御坊市）

「神のお告げに従って海を渡った勇猛な皇后」（→P20）
▶物語に関連したモチーフとして、船が描かれています（西の国に遠征したという記述から）

熊野三所神社
（白浜町）

「名湯を広めた皇子の知られざる悲劇」（→P26）
▶物語に関連したモチーフとして、温泉が描かれています（温泉に出かけるという記述から）

潮御崎神社
（串本町）

「聖帝、色を好む…嫉妬深き皇后の涙」（→P24）
▶物語に関連したモチーフとして、灯台が描かれています（熊野岬へ出かけるという記述から）

神倉神社
（新宮市）

 「神武東征 八咫烏の導きで初代天皇に」（→P16）
▶物語に関連したモチーフとして、八咫烏が描かれています（八咫烏の先導で進む記述から）
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8つの
スタンプ設置ポイントを
目指そう！

神倉神社

小竹八幡神社

木本八幡宮

橘本神社

宇賀部神社

都麻津姫神社

熊野三所神社

潮御崎神社

紀北エリア 紀中・紀南エリア

わかやま記紀の旅
周遊MAP

わかやま記紀の旅周遊スタンプラリー
『古事記』『日本書紀』ゆかりの和歌山を巡ろう！

『日本書紀』が編纂されて1300年を迎えた令和2年、「わかやま歴史物語」の特別企画 として、『古事記』『日本書紀』（記紀）ゆかりの地を旅する周遊スタンプラリーを開催！
記紀に綴られた物語の中には、和歌山県に関連するものも少なくありません。あなた も記紀の世界を感じる旅に出かけてみませんか？

和
歌
山
市

木本八幡宮
きもとはちまんぐう

応神天皇を祀り、秋の例大
祭で奉納される獅子舞「梯子
獅子」は和歌山県の無形文
化財に指定。雷を閉じ込めた
と伝わる井戸跡もある。

白
浜
町

熊野三所神社
くまのさんしょじんじゃ

和歌山県の天然記念物に
指定されている森の中に鎮
座。昭和天皇が行幸時、生
物採集の際に使われた御座
船が保管されている。

海
南
市

橘本神社
きつもとじんじゃ

お菓子の神様として知られ、
4月の第1日曜に行われる「全
国銘菓奉献祭」では、全国
の菓子業者から多くの菓子
が供えられる。

御
坊
市

小竹八幡神社
しのはちまんじんじゃ

10月の例大祭「御坊祭」は日
高地方最大の祭りで、「人を見
たけりゃ御坊祭」とまでいわれる
ほど。紀州徳川家初代藩主で
ある頼宣公の別邸跡に立つ。

※本冊子は『古事記』『日本書紀』の世界で、和
　歌山県内でゆかりの深い神社・スポットを紹介
　しています。ご覧いただいた方が、記紀の世界
　に興味を持ち、和歌山県内各地のゆかりの地
　を訪ねていただけるきっかけとなるよう、作成し
　ました。そのため、「記紀」の世界の舞台となっ
　た地を特定するものではありません。
※本冊子では、基本的に神名をカタカナ表記に
　しています。
※本冊子での固有名詞（神名・人名・地名等）
　については、参考文献及び神社等の由来を
　参考に表記しています。そのため、固有名詞が
　ページによって異なる場合があります。
※本冊子については、神社の由緒や地域の伝
　承などに基づいて作成している部分も含まれ
　ますので、記紀に関する見解・学説・解釈等の
　相違については、ご了承ください。
※イラストはイメージです。

和歌
山県
の

名産
品が
当たる
！

【ゆかりの物語はコチラ！】

多くの有力豪族の祖となる歴代天皇の忠臣
→ P22～23

【ゆかりの物語はコチラ！】

みかんのルーツ!? 不老不死の霊菓を探せ
→ P18～19

【ゆかりの物語はコチラ！】

神のお告げに従って海を渡った勇猛な皇后

れいか

きょうだい

→ P20～21

【ゆかりの物語はコチラ！】

名湯を広めた皇子の知られざる悲劇
→ P26～27

海
南
市

宇賀部神社
うかべじんじゃ

古くから頭の守護神として
「おこべ（頭）さん」の愛称
で親しまれており、頭病平
癒だけでなく合格祈願や学
業成就に訪れる人も多い。

和
歌
山
市

都麻津姫神社
つまつひめじんじゃ

兄神イタケルを助けて姉神
オオヤツヒメとともに日本中
に植物の種を蒔いたツマツヒ
メを祀る。和歌山電鐵貴志
川線吉礼駅が最寄駅。

【ゆかりの物語はコチラ！】

緑豊かな紀伊国を創りし木の兄妹神
→ P12～13

【ゆかりの物語はコチラ！】

神武東征 遥かなる天下平定の道
→ P14～15

きれ

ござ

ぶね

ぎょうこう

よりのぶ

おうじん

はしご

しし

串
本
町

潮御崎神社
しおのみさきじんじゃ

本州最南端の地・潮岬にあ
る神社。緑に囲まれた境内
の散策路を抜けると「潮岬の
鯨山見」があり、そこから眺め
る太平洋の雄大さは絶景！

【ゆかりの物語はコチラ！】

聖帝、色を好む…嫉妬深き皇后の涙
→ P24～25

くじらやまみ

新
宮
市

神倉神社
かみくらじんじゃ

ゴトビキ岩を御神体とし、高
倉下命と天照大神を祭神
としている。ゴトビキとは紀
南地方の方言でヒキガエ
ルのこと。

【ゆかりの物語はコチラ！】

神武東征 八咫烏の導きで初代天皇に
→ P16～17

くらじのみこと あまてらすおおみかみ

たか

わかやま
歴史物語
特 別 企 画

わかやま歴史物語とは
～100のストーリーで大人の

知的好奇心を満たす和歌山の旅～

神話の時代から近代に至るまで、和歌山県内
各地に残る歴史を「100の旅モデル」として特設
Webサイトで紹介。ストーリーごとに、歴史資産
だけでなく、その歴史にまつわる秘話や併せて
立ち寄りたいSNS映えスポットにグルメ、温泉、
体験などの情報も掲載し、歴史を学びながら和
歌山を丸ごと楽しめるモデルコースをご提案。歴
史の舞台を巡り、悠久のロマン
を追体験できる大人の旅を。

わかやま歴史物語 検索

やたがらす

応 募 締 切

記紀ゆかりの神社を巡って
2つのイラストを完成させよう！

１

● 同じ台紙にスタンプを重ねて押印して1つのイラスト
を完成させる「重ね押しスタンプラリー」です。紀北エ
リアで1つ、紀中･紀南エリアで1つ、計2つのイラスト
を完成させてください。

●スタンプ設置ポイントは全部で8カ所です（紀北エリ
ア4カ所、紀中･紀南エリア4カ所）。2つのイラストを
完成させるには、すべてのポイントでスタンプを押印
する必要があります。

● 確認用欄を、応募用紙のミシン目で切り取りますの
で、8つのスタンプをすべて押印するまで、応募用紙
は切り取らないでください。

●スタンプは、本冊子付属（本冊子裏面）の「スタンプ
押印帳」に押印してください。また押印する際にスタ
ンプ台を利用して押印いただくと、イラストがずれるこ
となくきれいに押印することができます。

●スタンプを押印する順番はありません。

周遊スタンプラリー
にチャレンジ！

ご応募いただいた
方の中から抽選
で、総計120名様
に、和歌山県の名
産品が当たりま
す。

※写真はイメージです。

詳細はP35へ

抽選で和歌山県の
名産品が当たる！

2

重ね押しスタンプのイラストが2つとも完成したら、
P35の応募要項・注意事項をよくお読みのうえ、応募
用紙を切り取り、和歌山県観光振興課まで郵送して
ください。

●

2つのイラストが完成したら
応募用紙にアンケートや希望賞品など
必要事項を記入して応募しよう！

※応募はおひとりにつき1回限りです。

総 計
120名様
に当たる！

ルール
説明

令和3年（2021）3月15日（月）※必着

03 02



読む人によって、
歴史は変わる

　日本書紀には「一書に曰く～」という箇所がいくつ

もあります。これは逸話に諸説あり、ということなの

ですが、その諸説もかなりの数を掲載しているのがお

もしろいところです。例えば巻１の神生みの段では、

一書がなんと11個も！ 天皇家の私的な歴史書であ

り、諸説を掲載していない古事記とあまりにも対照的

です。しかし、この「一書に曰く」があることが、「日本

書紀はわかりにくい」といわれている要因でもありま

す。一方で、読み手がどの説を採るかで物語が変わっ

てくるのが日本書紀のおもしろさとも言われます。

スサノオの逸話……
それは姉弟の悲しい物語

　「記紀」でのスサノオと言えば乱

暴で、それに困った姉のアマテラス

はとうとう天磐戸に閉じこもってし

まいます。しかしじっくり読んでみ

ると、スサノオは父・イザナギから

海の国を治めるように言われたも

のの母が恋しくて、母が生まれた

国へ行きたいと姉にお願いしに

行っただけなのです。その足音があ

まりに大きくて、アマテラスはスサ

ノオが国を奪おうとしていると勘

違いしてしまいました。姉に自分の気持ちをわかってほしかった

だけなのに疑われてしまったスサノオ。なんだかかわいそうです。

ひな人形には
「記紀由来説」がある？

3月3日の桃の節句には、女の子のいる家庭で古来ひな人形を飾ってきま

した。美しい着物をまとったひな人形のうち、最上段に飾られるのは内裏雛

と呼ばれますが、内裏とは、宮中で天皇が暮らす場所を指します。つまり天

皇家のようなきらびやかな世界への憧れからひな人形が生まれた、というの

が定説となっています。しかし、異説があるのを知っていますか？ それが、

内裏雛はアマテラスとスサノオだというものです。「記紀」に記されているア

マテラスとスサノオの誓約の話では、スサノオが宗像三女神を生み、アマテ

ラスが5柱の男神を生みます。ここでひな壇

を想像してみてください。内裏雛の下段には

三人官女と五人囃子が飾られています。異説

ではこれを三人官女が宗像三女神、五人囃

子が5柱の男神になぞらえているのです。真

偽のほどは不明ですが、「記紀」にまつわる

ロマンチックな伝説だと思いませんか？

相撲の起源？？　
神様の力比べ

　古事記に記されている国譲りの話。タケミカヅチ

がアマテラスの命で、オオクニヌシに豊葦原瑞穂国

（日本）を渡すよう説得に行くのですが、オオクニヌ

シの息子・タケミナカタがタケミカヅチに力比べを

申し出ます。実はこれが相撲の起源ともされ、結果

はタケミカヅチが勝利。結果を受け入れたオオクニ

ヌシは、神の御殿のような建物（出雲大社）を建てる

ことを条件に、アマテラスに国を譲ったのでした。

重要なシーンが
仕切り直しOKに!?

　P6で紹介しているイザナギとイザナミによる国生

み。一度目は失敗と書いていますが、なぜでしょう？ 

実は最初の国生みでは、島がうまく固まりませんでし

た。そこでイザナギとイザナミは、神々に相談し、占い

によって原因を探ってもらうことに。すると、二神が出

会った際に女神であるイザナミの方から声をかけた

ことがよくなかったという結果が出たそうです。そこ

で二神は一度天に戻り、降臨するところから仕切り直

したと「記紀」には記されています。

現代の暮らしにも
「記紀」が
生きている

　「記紀」の内容には、私たちの暮らしの中に

溶け込んでいるものもたくさんあります。例え

ば「建国記念の日」である2月11日は、「記紀」

で初代神武天皇が即位したとされる日を明治

時代に現在の暦に換算した日付。ほかにも多

くの祝日が、「記紀」を根拠としています。

同じ人物でも
描写が真逆？

　古事記と日本書紀では、同じ逸話でも人物描写や呼び名が

異なる場合があります。例えば神功皇后の場合、古事記では

巫女的な特性を持つ女性として、日本書紀では女帝という統

率者としての性格がみられます。また

日本武尊は、古事記では父である景行

天皇が恐れるほど荒々しい性格の持

ち主として描かれていますが、日本書

紀では、景行天皇が日本武尊の死を嘆

き悲しむ様子が描かれています。この

ようなところに着目して読み比べるの

も、「記紀」の楽しみ方です。
創造力を掻き立てる

壮大な世界観が魅力
　古事記に記されている話の中で、読み物として神代の話はかなり魅力

的。火の神カグヅチを生んだことが原因で死んでしまい、黄泉の国へ行っ

たイザナミを、イザナギが連れ戻しに行く神話はその代表例です。

　イザナミは、自分が地上へ戻れるか黄泉の国の神に相談しに行くとイ

ザナギに告げてその場を離れますが、なかなか戻って来ません。しびれを

切らしたイザナギが灯りをつけて探しはじめると、そこで見たのは変わり

果てたイザナミの姿でした。姿を見られたことに怒ったイザナミはまず女

たちにイザナギを追いかけさせ、逃げきったイザナギに今度は1500人の

軍隊を差し向けます。するとイザナギは巨大な剣で兵隊を宙へ打ち払っ

てさらに逃げます。最後にはイザナミ自身が、1000人の力でようやく動く

ほどの大岩を持って来て……と、かなり壮大。このように、シーンを想像す

るとページをめくる手が止まらなくなる物語が、古事記には多くあります。

神様の力比べ

率者としての性格がみられます。また

日本武尊は、古事記では父である景行

天皇が恐れるほど荒々しい性格の持

ち主として描かれていますが、日本書

紀では、景行天皇が日本武尊の死を嘆

き悲しむ様子が描かれています。この

ようなところに着目して読み比べるの

悲しい物語

が定説となっています。しかし、異説があるのを知っていますか？ それが、

内裏雛はアマテラスとスサノオだというものです。「記紀」に記されているア

マテラスとスサノオの誓約の話では、スサノオが宗像三女神を生み、アマテ

柱の男神を生みます。ここでひな壇

を想像してみてください。内裏雛の下段には

三人官女と五人囃子が飾られています。異説

ではこれを三人官女が宗像三女神、五人囃

の男神になぞらえているのです。真

偽のほどは不明ですが、「記紀」にまつわる

日
本
最
古
の
歴
史
書

〜
神
々
の
物
語
と

　
　
　

  

天
皇
の
系
譜
〜

　第
40
代
天
武
天
皇
は
、天
皇
を
中
心
と
し
た
政
治
体

制
の
整
備
に
と
り
か
か
り
ま
す
。し
か
し
、「
帝
紀（
歴

代
天
皇
の
即
位
か
ら
崩
御
ま
で
を
記
録
し
た
も
の
）」

や「
旧
辞（
神
話
な
ど
の
伝
承
を
記
録
し
た
も
の
）」な

ど
の
歴
史
書
は
、多
く
の
人
が
加
筆
し
た
結
果
、歴
史

書
と
し
て
の
価
値
に
疑
問
符
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た

た
め
、新
た
な
歴
史
書（
古
事
記
）を
編
纂
す
る
こ
と
に

し
、天
武
天
皇
は
聡
明
な
稗
田
阿
礼
に
命
じ
、そ
れ
ら

を
整
理
さ
せ
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
整
理
に
か
な
り
の
時

間
を
要
し
、天
武
天
皇
の
在
位
期
間
に
は
完
成
か
な
わ

ず
、第
43
代
元
明
天
皇
の
代
ま
で
引
き
継
が
れ
ま
す
。

　元
明
天
皇
は
太
安
万
侶
に
未
完
成
だ
っ
た
古
事
記

の
編
纂
を
命
じ
、和
銅
5
年（
7
1
2
）に
よ
う
や
く
完

成
し
ま
し
た
。完
成
し
た
古
事
記
は
上
中
下
3
巻
か
ら

成
り
、上
巻
は
イ
ザ
ナ
ギ
や
イ
ザ
ナ
ミ
な
ど
の
神
話
、

中
・
下
巻
で
は
初
代
神
武
天
皇
か
ら
第
33
代
推
古
天
皇

ま
で
の
事
業
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。古
事
記
に
は
、日

本
の
成
り
立
ち
、日
本
人
や
天
皇
と
は
何
な
の
か
と

い
っ
た
日
本
人
の
ル
ー
ツ
を
後
世
に
伝
え
、夫
婦
関

係
、人
間
関
係
の
在
り
方
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
に
面
白
み
が
あ
り
ま
す
。古
事
記
を
知
る
こ
と

は
、日
本
と
い
う
国
の
歴
史
を
知
る
こ
と
で
あ
る
と
同

時
に
、日
本
人
の
起
源
・
価
値
観
を
知
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
。

国
家
の
公
式
な
歴
史
書

〜
神（
天
皇
）の
国
で
あ
る

　日
本
を
海
外
に
ア
ピ
ー
ル
〜

　天
武
天
皇
は
稗
田
阿
礼
に
編
纂
を
命
じ
た「
帝
紀
」、

「
旧
辞
」と
は
別
に
、息
子
の
舎
人
親
王
や
忍
壁
皇
子
、

天
智
天
皇
の
子
・
河
嶋
皇
子
な
ど
12
名
に
命
じ
、「
帝

紀
」、「
旧
辞
」に
各
地
の
風
土
や
貴
族
の
個
人
的
な
記

録
、中
国
や
朝
鮮
の
史
書
も
加
え
た
う
え
で
、国
の
歴

史
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
ま
す
。こ
れ
が
日
本
初
の
勅

撰
国
史
で
あ
り
、令
和
2
年
で
編
纂
か
ら
1
3
0
0
年

を
迎
え
る
日
本
書
紀
で
す
。古
事
記
と
大
き
く
違
う
の

は
、全
30
巻
に
天
皇
の
系
図
1
巻
を
加
え
た
構
成
で
、

神
代
の
時
代
は
1
、2
巻
の
み
、残
り
28
巻
は
初
代
神

武
天
皇
か
ら
第
41
代
持
統
天
皇
ま
で
、天
皇
の
業
績
や

歴
史
上
の
出
来
事
が
年
代
順
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　古
事
記
は
天
皇
家
統
治
の
正
当
性
を
国
内
に
示
す

た
め
に
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、日
本

書
紀
は
天
皇
の
記
述
が
多
く
、漢
文
で
書
か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、当
時
交
流
の
あ
っ
た
中
国
な
ど
諸
外
国

に
、日
本
は
神
の
御
子
で
あ
る
天
皇
が
支
配
し
て
い
る

国
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
編
纂
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
事
記

日
本
書
紀と

は
？

古
事
記
と
日
本
書
紀
は
、し
ば
し
ば

「
記
紀
」と
称
さ
れ
ま
す
が
、

同
じ
よ
う
で
実
は
ま
る
で
違
う
歴
史
書
で
す
。

記
紀
を
巡
る
旅
へ
出
か
け
る
前
に

違
い
や
み
ど
こ
ろ
を
知
っ
て
お
け
ば
、

旅
で
感
じ
る
深
み
も
、大
き
く
違
っ
て
く
る
は
ず
。

古事記
とは

日本書紀
とは

き

て
い

げ
ん
め
い

す
い
こ

お
お
の
や
す
ま
ろ

じ
ん
む

き
ゅ
う
じ

て
ん
む

へ
ん
さ
ん

ひ
え
だ
の
あ
れ

と
ね
り
し
ん
の
う

あるふみ

だいりびな

うけい むなかた

さんにんかんじょ ごにんばやし

か
わ
し
ま
の
お
う
じ

み
こ

せ
ん
こ
く
し

ち
ょ
く

て
ん
ぢ

お
さ
か
べ
の
お
う
じ

じ
と
う

む

じ
ん

『古事記3巻（清家文庫）』部分／京都大学附属図書館所蔵日本書紀 写本（享保3年）／国立公文書館デジタルアーカイブ

じんぐう

けいこうやまとたける

とよあしはらみずほのくに

05 04



「記紀」を
学ぶ！

　
古
事
記
の
冒
頭
に
は
、神
々
が
現
れ
る
前
、こ

の
世
は
天
と
地
の
見
分
け
も
つ
か
な
い
よ
う
な

泥
の
海
の
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
れ
が
い
つ
の
頃
か
、天
と
地
が
出
現
し
、

時
を
同
じ
く
し
て
、天
に
あ
る
高
天
原（
天
上
界
）

に
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
神
世
七
代
」と
呼
ば
れ
る
神
々
が

誕
生
し
た
あ
と
、男
神
の
イ
ザ
ナ
ギ
、女
神
の
イ

ザ
ナ
ミ
が
誕
生
。高
天
原
の
神
々
は
こ
の
二
神

に
天
沼
矛
を
授
け
、「
ま
だ
カ
タ
チ
ら
し
い
カ
タ

チ
に
な
っ
て
い
な
い
こ
の
国
を
創
り
固
め
、

ち
ゃ
ん
と
し
た
カ
タ
チ
に
す
る
よ
う
に
」と
命

じ
ま
す
。こ
れ
を
受
け
て
二
神
が
足
元
に
広
が

る
海
を
天
沼
矛
で
グ
ル
グ
ル
と
か
き
混
ぜ
、引

き
上
げ
た
天
沼
矛
か
ら
滴
り
落
ち
た
し
ず
く
が

積
も
っ
て
、淤
能
碁
呂
島
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　
誕
生
し
た
島
に
さ
っ
そ
く
降
り
立
っ
た
イ
ザ

ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
は
、島
に
天
の
御
柱
と
い
う

立
派
な
柱
を
立
て
、御
殿
を
造
営
し
ま
し
た
。そ

し
て
い
よ
い
よ
、国
生
み
で
す
。二
神
は
天
の
御

柱
を
互
い
に
逆
方
向
に
回
り
、巡
り
合
っ
た
と

こ
ろ
で
国
生
み
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

1
度
目
は
イ
ザ
ナ
ミ
か
ら
声
を
か
け
た
と
い
う

理
由
で
失
敗
し
て
し
ま
う
の
で
す
が
、2
度
目
は

う
ま
く
い
き
、淡
路
島
や
四
国
、隠
岐
、九
州
、壱

岐
、対
馬
と
い
っ
た
島
を
次
々
と
生
み
、そ
の
あ

と
に
い
ろ
い
ろ
な
神
様
も
生
ん
だ
の
で
し
た
。

神 の々
物語

編

神
々
が
地
上
に
降
り
て
国
を
創
り
、ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
展
開
す
る
神
々
の
時
代
。

や
が
て
初
代
神
武
天
皇
が
誕
生
し
、天
皇
の
時
代
が
始
ま
り
ま
す
。

神
代
か
ら
飛
鳥
時
代
ま
で

「
記
紀
」に
描
か
れ
た
世
界

イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
が

島
々
と
神
を
誕
生
さ
せ
た

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
退
治
に
向
か
う
の
で
し
た
。

　
老
夫
婦
の
力
を
借
り
、ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
に

酒
を
飲
ま
せ
、眠
ら
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
ス

サ
ノ
オ
は
、す
か
さ
ず
自
身
の
剣
で
切
り
刻
み

ま
す
。し
か
し
尾
に
刀
を
入
れ
る
と
、何
か
が
当

た
っ
て
う
ま
く
切
れ
ま
せ
ん
。な
ん
と
尾
の
中

に
は
剣
が
あ
っ
た
の
で
す
。ス
サ
ノ
オ
は
尾
を

刻
ん
で
剣
を
抜
き
、ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
話
を

ア
マ
テ
ラ
ス
に
伝
え
る
と
と
も
に
、剣
を
献
上
し

ま
し
た
。こ
れ
が
天
叢
雲
剣
で
、の
ち
に
草
薙
剣

と
し
て
三
種
の
神
器
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
す
。

　
命
が
助
か
っ
た
老
夫
婦
の
娘
の
名
は
ク
シ
ナ

ダ
ヒ
メ
。ス
サ
ノ
オ
と
出
雲
で
結
婚
し
、立
派
な

宮
殿
を
建
て
て
暮
ら
し
た
そ
う
で
す
。

　
高
天
原
で
姉
の
ア
マ
テ
ラ
ス
を
困
ら
せ
た
ス

サ
ノ
オ（
Ｐ
10
参
照
）は
そ
の
後
、罪
を
責
め
ら
れ

て
追
放
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。ス
サ
ノ
オ
は
地

上
へ
向
か
い
、出
雲
へ
降
り
立
ち
ま
し
た
。

　
誰
か
い
な
い
か
と
歩
い
て
い
る
と
、泣
い
て

い
る
老
夫
婦
と
娘
に
出
会
い
ま
す
。聞
け
ば
こ

の
地
に
は
頭
が
八
つ
あ
る
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
が

い
て
、毎
年
老
夫
婦
の
も
と
へ
来
て
は
、娘
た
ち

を
さ
ら
っ
て
い
ま
し
た
。今
年
も
そ
の
時
期
が

来
た
た
め
、家
族
で
泣
い
て
い
た
の
で
す
。そ
こ

で
ス
サ
ノ
オ
は
、こ
の
娘
と
の
結
婚
を
約
束
し
、

日
本
誕
生
！

二
神
に
よ
る
国
生
み

ス
サ
ノ
オ
が
出
雲
で

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
退
治
！

天之御中主神
アメノミナカヌシ

高御産巣日神
タカミムスヒ

神産巣日神
カムムスヒ

伊耶那岐神
イザナギ

天照大御神
アマテラス

万幡豊秋津師比売命
アキツシヒメ

邇邇芸命
ニニギ

火遠理命
ホヲリ

豊玉比売
トヨタマヒメ

鵜葺草葺不合命
ウガヤフキアエズ

玉依比売
タマヨリヒメ

火須勢理命
ホスセリ

火照命
ホデリ

木花之佐久夜比売
コノハナサクヤヒメ

天之忍穂耳命
オシホミミ

天之菩卑能命
アメノホヒ

伊耶那美神
イザナミ

オオクニヌシが因幡の浜で白兎を助ける

いなば

高
天
原
の
神
々

娘
と
結
婚
す
る
た
め
に
！

戦
利
品
は
ア
マ
テ
ラ
ス
へ

ひ
と
り
で
歩
く
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
は
、気
多
の
岬

で
泣
い
て
い
る
ウ
サ
ギ
に
出
会
い
ま
し
た
。わ
け

を
聞
く
と
、鰐（
サ
メ
）を
だ
ま
し
て
隠
岐
島
か
ら

因
幡
国
へ
渡
っ
て
き
た
が
、最
後
に
そ
れ
が
ば
れ

て
サ
メ
に
皮
を
剥
が
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ

と
。先
に
通
っ
た
兄
神
た
ち
に
こ
の
話
を
し
た

と
こ
ろ
、海
水
で
体
を
洗
い
海
風
を
浴
び
れ
ば

治
る
と
言
わ
れ
た
の
で
そ
の
通
り
に
し
た
が
、

傷
が
悪
化
し
、痛
く
て
泣
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
か
わ
い
そ
う
に
思
っ
た
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
は
、

真
水
で
体
を
洗
っ
て
蒲
の
穂
を
敷
い
て
寝
転
ぶ

と
い
い
と
教
え
ま
す
。ウ
サ
ギ
は
す
ぐ
に
言
わ

れ
た
と
お
り
に
し
、お
か
げ
で
傷
が
治
っ
て
大

喜
び
。オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
に「
ヤ
ガ
ミ
ヒ
メ
と
結
婚

で
き
る
の
は
あ
な
た
で
す
よ
」と
告
げ
ま
す
。

　
ウ
サ
ギ
を
助
け
た
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
の
優
し
さ

こ
そ
、ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
の
最
大
の
要
因
。ウ
サ

ギ
の
予
言
通
り
、ヤ
ガ
ミ
ヒ
メ
は
オ
オ
ク
ニ
ヌ

シ
を
選
び
、2
人
は
結
婚
で
き
た
の
で
し
た
。

　
出
雲
国
に
、オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
と
い
う
神
が
い

ま
し
た
。彼
に
は
多
く
の
兄
神
が
い
た
の
で
す

が
、あ
る
と
き
因
幡
国（
鳥
取
県
）に
ヤ
ガ
ミ
ヒ

メ
と
い
う
美
し
い
姫
が
い
る
と
い
う
噂
を
聞

き
、み
ん
な
で
会
い
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。さ
っ
そ
く
出
発
す
る
の
で
す
が
、兄
神
た
ち

が
荷
物
を
す
べ
て
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
に
背
負
わ
せ

た
た
め
、彼
は
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

心
か
ら
の
優
し
さ
で

ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
の
結
末
に

高天原とは
たかまがはら

やおよろず

古事記、日本書紀で神代
の物語の舞台となってい
る天上の世界。イザナギ、
イザナミが地上に降りた
あとは、アマテラスを中心
とした八百万の神々が住
んでいるとされている

か
み
よ
な
な
よ

た
か
ま
が
は
ら

あ
め
の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ

た
か
ま
が
は
ら

お
の
ご
ろ
じ
ま

み
は
し
ら

が
ま

あ
め
の
ぬ
ぼ
こ

く
さ
な
ぎ
の
つ
る
ぎ

主要な神 の々系図

け
た

わ
に

系図の見方 親子・兄弟 夫婦 子孫

月読命
ツクヨミ

迦具土神
カグヅチ

櫛名田比売
クシナダヒメ

須佐之男命
スサノオ

宇迦之御魂神
ウカノミタマ

大年神
オオトシ

都麻津姫命
ツマツヒメ

大屋津姫命
オオヤツヒメ

五十猛命
イタケル

大国主神
オオクニヌシ

建御名方神
タケミナカタ

八重事代主神
コトシロヌシ

須勢理比売
スセリビメ

八上比売
ヤガミヒメ

神屋楯比売
カムヤタテヒメ

神大市比売
カムオオイチヒメ

五瀬命
イツセ

稲飯命
イナイ

三毛入野命
ミケイリノ

神倭伊波礼毘古命
（神武天皇）

カムヤマトイワレビコ

※本冊子に登場する神は赤字にしています
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第
33
代
推
古
天
皇
の
摂
政
と
な
っ
た
聖
徳
太

子
は
、飛
鳥
の
豪
族
・
蘇
我
馬
子
と
と
も
に
天

皇
中
心
の
政
治
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。し
か

し
聖
徳
太
子
亡
き
あ
と
、蘇
我
一
族
が
次
第
に

政
治
の
実
権
を
握
る
よ
う
に
な
り
、馬
子
の
孫

の
蘇
我
入
鹿
の
時
代
に
は
、蘇
我
氏
が
天
皇
を

し
の
ぐ
権
力
と
富
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　こ
れ
を
快
く
思
わ
ず
、聖
徳
太
子
が
目
指
し
た

天
皇
中
心
の
政
治
に
戻
し
た
い
と
考
え
て
い
た

の
が
舒
明
天
皇
の
子
・
中
大
兄
皇
子
で
し
た
。彼

は
豪
族
の
中
臣
鎌
足
と
、蘇
我
氏
を
倒
す
計
画
を

立
て
、皇
極
天
皇
4
年（
6
4
5
）、飛
鳥
板
蓋
宮

で
蘇
我
入
鹿
を
倒
し
ま
し
た
（
乙
巳
の
変
）。

　そ
の
後
、斉
明
天
皇
の
も
と
で
天
皇
中
心
の

国
づ
く
り
に
励
ん
だ
中
大
兄
皇
子
は
、す
べ
て
の

土
地
を
天
皇
の
も
の
と
す
る「
公
地
公
民
制
」や

「
班
田
収
授
法
」な
ど
を
施
行
し
、九
州
を
護
る

「
防
人
」や
都
を
守
護
す
る「
衛
士
」と
い
っ
た
制

度
も
定
め
、律
令
国
家
の
基
盤
を
作
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
大
化
の
改
新
で
す
。や
が
て
中
大
兄
皇

子
は
都
を
近
江
大
津
宮
に
遷
し
、第
38
代
天
智

天
皇
と
し
て
即
位
し
ま
す
。中
臣
鎌
足
は
そ
の

功
績
に
よ
っ
て
藤
原
姓
を
も
ら
い
、の
ち
の
藤

原
氏
の
礎
を
築
い
た
の
で
し
た
。

聖
徳
太
子
が
目
指
し
た

天
皇
中
心
の
国
へ
戻
す

天
智
天
皇
は
高
齢
に
な
り
、弟
の
大
海
人
皇
子

に
皇
位
継
承
を
打
診
し
ま
す
。本
心
で
は
子
の

大
友
皇
子
に
皇
位
を
継
が
せ
た
か
っ
た
の
で
す

が
、そ
の
た
め
に
は
、周
り
か
ら
慕
わ
れ
て
い
た

大
海
人
皇
子
が
邪
魔
で
し
た
。そ
こ
で
兄
弟
優

先
で
継
承
し
て
き
た
皇
位
を
父
子
直
系
優
先
に

改
め
た
う
え
で
、弟
に
譲
位
を
打
診
。こ
れ
を
受

け
る
と
罪
に
問
わ
れ
、命
を
落
と
す
危
険
が
あ

る
と
感
じ
た
大
海
人
皇
子
は
譲
位
を
辞
退
し
て

出
家
し
、吉
野
へ
移
り
住
み
ま
し
た
。

　そ
の
後
は
大
友
皇
子
が
政
治
の
実
権
を
握
り

ま
す
が
、ほ
ど
な
く
大
友
皇
子
側
が
兵
を
集
め

始
め
て
い
る
こ
と
が
大
海
人
皇
子
へ
知
ら
さ
れ

ま
す
。命
が
狙
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
悟
っ
た
大

海
人
皇
子
は
子
ど
も
た
ち
と
吉
野
を
出
て
、戦

う
こ
と
を
決
意
す
る
の
で
し
た
。そ
し
て
天
武

元
年（
6
7
2
）に
開
戦
。近
江
国
（
滋
賀
県
）を

中
心
に
戦
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
末
、瀬
田
の

決
戦
を
制
し
た
大
海
人
皇
子
が
勝
利
。大
友
皇
子

は
自
害
し
、大
海
人
皇
子
は
飛
鳥
浄
御
原
宮
で
第

40
代
天
武
天
皇
と
し
て
即
位
し
ま
し
た
。

大
海
人
皇
子
が

大
友
皇
子
を
返
り
討
ち
に

　第
12
代
景
行
天
皇
に
は
日
本
武
尊
と
い
う
子

ど
も
が
い
ま
し
た
。彼
の
荒
々
し
い
性
格
に
恐

れ
を
な
し
た
景
行
天
皇
は
、日
本
武
尊
を
西
国

の
熊
襲
征
伐
に
向
か
わ
せ
ま
す
。熊
襲
を
征
伐

し
、出
雲
で
出
雲
建
も
征
伐
し
て
都
へ
戻
っ
た

日
本
武
尊
。こ
れ
で
景
行
天
皇
の
恐
れ
も
薄
れ
、

落
ち
着
い
て
暮
ら
せ
る
と
思
っ
た
の
も
つ
か
の

間
、今
度
は
東
国
平
定
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。

　途
中
で
伊
勢
に
い
る
倭
比
売
か
ら
天
叢
雲
剣

（
の
ち
の
草
薙
剣
）と
、万
が
一
の
時
に
と
袋
を

授
か
り
、東
へ
向
か
っ
た
日
本
武
尊
は
、尾
張

（
愛
知
県
）、焼
津（
静
岡
県
）、走
水
海
と
足
柄（
と

も
に
神
奈
川
県
）、酒
折
宮
（
山
梨
県
）、信
濃
国

（
長
野
県
）を
次
々
と
平
定
。そ
の
後
、伊
吹
山（
滋

賀
県
）に
い
る
山
の
神
を
素
手
で
倒
そ
う
と
向

か
い
ま
す
が
、山
中
で
出
会
っ
た
白
い
猪
を
倒

さ
ず
先
へ
進
ん
だ
か
ら
か
、急
な
氷
雨
で
体
調

を
崩
し
て
倒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
ま
ま
都

を
目
指
し
て
能
煩
野（
三
重
県
）ま
で
戻
っ
て
来

た
と
こ
ろ
で
絶
命
。亡
く
な
っ
た
日
本
武
尊
は

白
鳥
に
な
り
、大
和
国
を
目
指
し
た
そ
う
で
す
。

父
か
ら
恐
れ
ら
れ
て
し
ま
い

都
で
の
安
住
も
許
さ
れ
ず…

大
和
国
の
拡
大
に
貢
献
し
た
の
に…

日
本
武
尊
の

  

悲
劇
的
な
末
路

や
ま
と
た
け
る

古代史の
ターニングポイント

大化の改新
とは？

皇
位
を
め
ぐ
る
親
族
対
決

国
を
揺
る
が
し
た

壬
申
の
乱
！

天皇の
物語

編

「
記
紀
」に

描
か
れ
た

世
界

履中
りちゅう

顕宗
けんぞう

仁賢
にんけん

安閑
あんかん

宣化
せんか

穴穂部間人皇后
あなほべのはしひとこうごう

欽明
きんめい

（大海人皇子）
おおあまのおうじ

天武
てんむ

持統
じとう

舎人親王
とねりしんのう

忍壁皇子
おさかべのおうじ

草壁皇子
くさかべのおうじ

敏達
びだつ

（中大兄皇子）
なかのおおえのおうじ

天智
てんぢ

茅渟王
ちぬおう

継体
けいたい

聖徳太子
しょうとくたいし

山背大兄王
やましろのおおえのおう

武烈
ぶれつ

市辺押磐皇子
いちのへのおしわのみこ

反正
はんぜい

安康
あんこう

雄略
ゆうりゃく

清寧
せいねい

允恭
いんぎょう

4
代
省
略

神功皇后
じんぐうこうごう

応神
おうじん

磐之媛
いわのひめ

日本武尊
やまとたけるのみこと

大碓命
おおうすのみこと

（大友皇子）
おおとものおうじ

弘文
こうぶん

河嶋皇子
かわしまのおうじ

倭比売
やまとひめ

皇極
こうぎょく

斉明
さいめい

大津皇子
おおつのみこ

神武
じんむ1

綏靖
すいぜい2

安寧
あんねい3

懿徳
いとく4

孝昭
こうしょう5

孝安
こうあん6

孝霊
こうれい7

孝元
こうげん8

開化
かいか9

崇神
すじん10

※系図は右上から左下に進みます。
　名前に付いている　 などの数字は、天皇の代を表しています。
※系図は天皇を中心に、本冊子に登場した人物も掲載しています。

10

垂仁
すいにん11

景行
けいこう12

171819

2021

22 23

27

30

用明
ようめい31

崇峻
すしゅん32

推古
すいこ33

舒明
じょめい3435

38

文武
もんむ42

元明
げんめい43

39
40

41

有間皇子
ありまのみこ

（軽皇子）
かるのみこ

孝徳
こうとく36

37

2829

24

26

25

成務
せいむ13

仲哀
ちゅうあい14

15

仁徳
にんとく16

「記紀」を
学ぶ！

け
い
こ
う

や
ま
と
ひ
め

あ
め
の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ

く
さ
な
ぎ
の
つ
る
ぎ

は
し
り
み
ず
の
う
み

の
ぼ
の さ

か
お
り
の
み
や

く
ま
そ

い
ず
も
た
け
る

そ
が
の
う
ま
こ

せ
っ
し
ょ
う

そ
が
の
い
る
か

あ
す
か
い
た
ぶ
き
の
み
や

い
っ
し

な
か
と
み
の
か
ま
た
り

さ
い
め
い

て
ん
ぢ

さ
き
も
り

え
じ

じ
ょ
め
い

な
か
の
お
お
え
の
お
う
じ

お
お
あ
ま
の
お
う
じ

あ
す
か
き
よ
み
は
ら
の
み
や

お
お
と
も
の
お
う
じ

天皇の系図

系図の見方 天皇の系統 夫婦子ども

※本冊子に登場する天皇・人物は赤字にしています。09 08



t073-488-7154 和歌山市
藪ノ丁13 THE PICNIC 1F
J12～18時（木曜は～22時）
i月曜（祝日の場合は営業） p4台
　　 P33 B-2

アメリカ西海岸を思わせるカフェ。可能な限り
和歌山県産食材を使うカップケーキ（360円
～）は季節の味が楽しめ、女性に大人気！

t073-471-3277 和歌山市鳴神574
G大人1100円、子ども550円（17時～大人850円、
子ども420円） J8～23時（木曜は～10時）
i木曜の10時～（祝日の場合は営業） p60台
　　 P33 B-2

源泉かけ流しで超高濃度の炭酸泉を体感でき
る。結晶になって湯に浮かぶほどの温泉成分
は、神経痛など20種以上の効能もあるそう。

2体の宝鏡が鎮座する神話の舞台へ［和歌山市］

記紀ゆかりの地を巡ろう!

日前神宮・國懸神宮周辺のおすすめスポット

野
菜
た
っ
ぷ
り

精
進
メ
ニ
ュ
ー

疲
れ
を
癒
や
す

多
効
能
温
泉
へ

西
海
岸
ス
タ
イ
ル
の

ベ
イ
ク
カ
フ
ェ

事
記
、日
本
書
紀
に
記
さ
れ
て
い
る
神

話
の
代
表
的
な
も
の
と
言
え
ば
、ア
マ

テ
ラ
ス
の
天
磐
戸
の
物
語
で
す
。ア
マ
テ
ラ
ス

に
は
乱
暴
な
弟
、ス
サ
ノ
オ
が
い
た
の
で
す
が
、

あ
る
時
、あ
ま
り
の
乱
暴
ぶ
り
に
耐
え
か
ね
た

ア
マ
テ
ラ
ス
は
、と
う
と
う
天
磐
戸
に
閉
じ
こ

も
っ
て
し
ま
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
世
界
は
闇

に
包
ま
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、高
天
原（
天
上

界
）の
神
々
は
集
ま
り
、対
応
策
を
話
し
合
い
ま

し
た
。そ
の
結
果
、神
々
の
ひ
と
り
で
あ
る
オ
モ

イ
カ
ネ
の
発
案
に
し
た
が
い
、天
香
山
か
ら
採

掘
し
た
鉱
物
を
使
っ
て
鏡
を
造
る
こ
と
に
。鋳

造
を
担
当
し
た
の
は
イ
シ
コ
リ
ド
メ
で
、鏡
は

日
神
・
ア
マ
テ
ラ
ス
の
像
を
か
た
ど
っ
た
も
の

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
て
誕
生
し
た
の

が
八
咫
鏡
で
、現
在
、天
皇
家
に
伝
わ
っ
て
い
る

三
種
の
神
器
の
ひ
と
つ
で
す
。

　磐
戸
の
前
で
は
神
々
が
宴
を
催
し
、賑
や
か

さ
が
気
に
な
っ
た
ア
マ
テ
ラ
ス
は
、磐
戸
の
扉

を
少
し
開
け
て
外
の
様
子
を
覗
こ
う
と
し
ま
し

た
。隙
間
の
前
に
は
八
咫
鏡
。ア
マ
テ
ラ
ス
は
鏡

に
映
っ
た
自
分
の
姿
に
一
瞬
た
じ
ろ
ぎ
、そ
の

機
に
ア
メ
ノ
タ
ヂ
カ
ラ
オ
と
い
う
力
持
ち
の
神

が
扉
を
開
け
、ア
マ
テ
ラ
ス
を
外
へ
出
す
こ
と

に
成
功
。世
界
に
明
る
さ
が
戻
っ
た
の
で
し
た
。

種
の
神
器
と
し
て
、ア
マ
テ
ラ
ス
の
孫

の
ニ
ニ
ギ
が
地
上
に
降
臨
し
た（
天
孫

降
臨
）際
に
授
か
っ
た
八
咫
鏡
で
す
が
、こ
の

時
、日
像
鏡
と
日
矛
鏡
と
い
う
2
体
の
宝
鏡
も

添
え
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。八
咫
鏡

は
、こ
の
の
ち
伊
勢
神
宮
に
奉
祀
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、日
像
鏡
と
日
矛
鏡
は
伊
勢
神

宮
に
奉
祀
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。で
は
ど
こ
へ
？

　日
前
神
宮
・
國
懸
神
宮
の
御
由
緒
に
は「
天
香

山
か
ら
採
取
し
た
銅
を
用
い
て
天
照
大
御
神
の

御
鏡
を
鋳
造
し
ま
し
た
。そ
の
初
度
に
鋳
造
さ

れ
た
天
照
大
御
神
の
御
鏡
前
霊
が
、日
前
國
懸

両
神
宮
の
御
神
体
と
し
て
奉
祀
さ
れ
た
」と
あ

り
ま
す
。鏡
は
鋳
造
さ
れ
た
の
ち
、天
孫
降
臨
の

際
に
紀
伊
国
造
家
の
祖
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
が
2
体

の
宝
鏡
を
授
け
ら
れ
、日
前
神
宮
・
國
懸
神
宮
の

祭
神
と
し
て
お
祀
り
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。

　日
前
神
宮
・
國
懸
神
宮
は
祭
神
が
三
種
の
神

器
に
次
ぐ
宝
鏡
と
さ
れ
た
た
め
に
、伊
勢
神
宮

に
次
い
で
朝
廷
か
ら
の
崇
敬
が
篤
く
、古
く
か

ら「
紀
伊
国
一
之
宮
」と
し
て
多
く
の
人
々
か
ら

の
崇
敬
を
集
め
、両
神
宮
は
通
称「
日
前
宮
」と

し
て
、親
し
み
を
持
っ
て
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

主祭神は名草彦と名草姫の夫婦神
で、神武東征の際にカムヤマトイワレビ
コと戦った紀伊国の豪族・名草戸畔の
祖先です。また、名草彦は紀伊国造家
の遠縁であるとの説もあります。境内に
は、茶道や書道など伝統芸術の上達に
ご利益があるとされる「黒牛の水」が湧
き、今も大切に守られています。

t073-482-1199 　海南市黒江933
Ji参拝自由 pなし
　　  P33 C-2

中言神社
なかごと

主祭神は紀伊国造家の遠縁？

古

三コ
ラ
ム

天
磐
戸
の
神
話
で
、ア
マ
テ
ラ
ス
が
磐
戸
か
ら
出
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
八
咫
鏡
で
す
。

八
咫
鏡
は
三
種
の
神
器
の
ひ
と
つ
で
す
が
、こ
の
鏡
と
と
も
に
造
ら
れ
た
鏡
が
紀
伊
国
に
あ
り
ま
し
た
。

あ
ま
の
い
わ
と

た
か
ま
が
は
ら

ひ
の
か
み

あ
ま
の
か
ぐ
や
ま

ひ
が
た
の
か
が
み

ひ
の
く
ま

く
に
か
か
す

ひ
ぼ
こ
の
か
が
み

み
か
が
み

さ
き
み
た
ま

き
い
の
く
に
の
み
や
つ
こ
け

三
種
の
神
器「
八
咫
鏡
」と
同
体
の
宝
鏡

や
た
の
か
が
み

記紀・
９つの物語

t073-426-5203 和歌山市新通3-3-1
J11時～18時30分（18時LO） i火曜 p10台
　　 P33 B-2

肉や魚、香りの強いニンニクやニラなどの野
菜五葷を使用しない精進料理の専門店。食
べごたえのあるソイミートや酵素玄米を使った
栄養満点の日替りランチ（1100円）が好評。

ごくん

精進CAFE ふぉい 新通店
しょうじんかふぇ ふぉい しんとおりてん

CUPS COFFEE&CUPCAKES
かっぷす こーひーあんどかっぷけーき

花山温泉 薬師の湯
はなやまおんせん　やくしのゆ

t073-473-1035 和歌山市太田125-2
J8時30分～19時 i火曜 p18台
　　 P33 B-2

t073-422-8979 和歌山市一番丁３
G天守閣入場料大人410円、子ども200円
J天守閣は9時～17時30分（最終入場は～17時）
i12月29～31日 p58台（60分200円～） 　　  　
　　 P33 B-2

市
内
を
一
望
で
き
る

和
歌
山
の
名
所

レ
ト
ロ
な
喫
茶
で

ひ
と
休
み

レトロ＆ディープな雰囲
気の喫茶店。こだわり
のトーストモーニングの
ほか、コーヒーか紅茶と
セットで楽しめる自家製
のしっとりホットケーキ

（940円）も人気。

珈琲館
ブラジリアン
こーひーかん
ぶらじりあん 「日本100名城」に選定

され、虎伏山に佇む天守
閣は和歌山市のシンボ
ル。天正13年（1585）に
豊臣秀吉が弟の秀長に
築城させたのが始まり
で、天守閣からは市街地
の大パノラマが広がる。

とらふすやま

すいにん

和歌山城
わかやまじょう

あ
ま
の
い
わ
と

なぐさとべ

日前神宮・國懸神宮
【 ひのくまじんぐう・くにかかすじんぐう 】

日像鏡を御神体とする日前神宮、日矛鏡を
御神体とする國懸神宮が鎮座する。天孫
降臨の際にアメノミチネにより紀伊国にも
たらされた宝鏡は、その末裔である紀氏に
よって祀られ続け、垂仁天皇の時代に現在
の地に遷された。伊勢神宮と並ぶ格式の大
社として崇敬が篤い。

2体の宝鏡が祀られる大社

P33
B-2

MAP

t073-471-3730（日前宮社務所）
和歌山市秋月365

Ji8～17時
祈祷受付は～16時30分
p100台

國懸神宮日前神宮

｜和
歌山を巡る｜
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豊
か
な
緑
に
包
ま
れ
る
和
歌
山
県
。紀
伊
国（
木
国
）と
呼
ば
れ
て
き
た
そ
の
ル
ー
ツ
は
、ま
さ
に
樹
木
で
し
た
。

そ
し
て
こ
の
地
に
は
、日
本
列
島
を
緑
な
す
国
へ
と
変
え
て
い
っ
た
兄
妹
神
の
物
語
が
あ
っ
た
の
で
す
。

緑
豊
か
な
紀
伊
国
を
創
り
し
木
の
兄
妹
神

き
ょ
う
だ
い

磐
戸
の
騒
動
が
一
件
落
着
し
た
の
ち
、

高
天
原（
天
上
界
）の
神
々
は
相
談
し
、

乱
暴
を
極
め
た
ス
サ
ノ
オ
を
高
天
原
か
ら
追
放

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。ス
サ
ノ
オ
は
や
が
て

出
雲
国
に
降
臨
し
、ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
退
治
し

ま
す
。こ
の
と
き
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
し
っ
ぽ
か

ら
ひ
と
振
り
の
宝
剣
を
得
る
の
で
す
が
、こ
れ

が
三
種
の
神
器
の
ひ
と
つ
、天
叢
雲
剣（
の
ち
の

草
薙
剣
）で
す（
Ｐ
7
参
照
）。

　
出
雲
国
へ
の
降
臨
に
つ
い
て
は
、日
本
書
紀

に
別
の
話
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。ス
サ
ノ
オ
は

息
子
の
イ
タ
ケ
ル
を
連
れ
て
初
め
は
新
羅（
当

時
の
朝
鮮
半
島
に
あ
っ
た
国
の
ひ
と
つ
）に
降

臨
し
ま
す
。し
か
し
そ
の
地
が
気
に
入
ら
ず
、海

路
で
出
雲
国
へ
入
っ
た
と
い
う
の
で
す
。こ
の

イ
タ
ケ
ル
は
、ス
サ
ノ
オ
と
と
も
に
最
初
に
降

臨
し
た
際
、た
く
さ
ん
の
樹
木
の
種
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。そ
の
種
は
新
羅
の
地
で
は
育
た
な

か
っ
た
た
め
、種
を
持
っ
て
日
本
へ
戻
り
、筑
紫

国（
福
岡
県
）あ
た
り
か
ら
順
に
そ
の
種
を
蒔

き
、日
本
列
島
を
緑
な
す
国
へ
と
変
え
て
い
き

ま
し
た
。そ
う
し
て
最
終
的
に
、紀
伊
国
に
た
ど

り
着
い
た
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
が
紀
伊
国
の
ル
ー
ツ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。古
事
記
で
は
、紀
伊
国
を「
木
国
」と
表
記
し

て
い
ま
す
。当
時
か
ら
和
歌
山
県
は
、木
の
豊
富

な
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

タ
ケ
ル
に
は
、オ
オ
ヤ
ツ
ヒ
メ
と
ツ
マ

ツ
ヒ
メ
と
い
う
妹
神
が
い
ま
し
た
。彼

女
た
ち
も
兄
と
同
じ
よ
う
に
、た
く
さ
ん
の
樹

木
の
種
を
蒔
い
た
そ
う
で
す
。紀
伊
国
に
鎮
座

し
た
イ
タ
ケ
ル
は
和
歌
山
市
に
あ
る
伊
太
祁
曽

神
社
に
祀
ら
れ
、木
の
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
て

い
ま
す
。ま
た
妹
神
二
神
と
合
わ
せ
、三
神
は
全

国
の
林
業
関
係
者
か
ら
伊
太
祁
曽
三
神
と
呼
ば

れ
て
お
り
、こ
の
地
が
木
の
神
の
住
む
国
、つ
ま

り
木
の
国
、や
が
て
転
じ
て
紀
伊
国
と
な
っ
た

そ
う
で
す
。

　
日
本
書
紀
第
五
巻
の
異
伝
で
は
、ス
サ
ノ
オ

と
樹
木
に
関
す
る
記
述
も
あ
り
ま
す
。降
臨
し

た
ス
サ
ノ
オ
は「
日
本
に
浮
宝（
船
）が
な
い
の

は
よ
く
な
い
」と
言
っ
て
、ひ
げ
を
抜
い
て
蒔
く

と
そ
れ
が
杉
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。ま
た
胸
毛

は
檜
に
な
り
、尻
の
毛
は
柀（
槙
）に
、眉
毛
は
楠

に
と
、た
く
さ
ん
の
種
類
の
樹
木
を
生
み
出
し

ま
す
。そ
う
し
て
杉
と
楠
は
船
の
用
材
に
、檜
は

宮
殿
の
用
材
に
せ
よ
、木
の
実
を
た
く
さ
ん
蒔

き
植
え
食
料
と
せ
よ
と
言
っ
た
の
で
し
た
。

樹木の種を持って新羅から出雲へ向
かったスサノオとイタケルは、最初に鳥
上峯と呼ばれる場所へ降り立ったと伝
わっています。伊太祁曽神社境内でス
サノオを祀る祇園神社の石段横には、
その鳥上峯の石を運び、祀ってありま
す。苔むした姿を見て、遠く神話の時代
へ思いを馳せてみませんか。

天

イ

姉神のオオヤツヒメとともに兄イタケルを助
け、日本中にたくさんの樹木を植えたツマツヒ
メ。全国で植樹したのちに紀伊国に鎮座し、
地域最古社の御祭神として祀られている。ツ
マは建築用材を意味するとも考えられること
から、建築の神様としての崇敬も篤い。

t073-478-3487
和歌山市吉礼911

Ji参拝自由 p5台

【 つまつひめじんじゃ 】都麻津姫神社

イタケルの妹神を祀る

イタケルを祀る森の中の宮

緑豊かな

「木国」のルーツ
［和歌山市］

記紀ゆかりの地を巡ろう!

コ
ラ
ム

スタンプ設置ポイント周辺のおすすめスポット

自
然
素
材
で
作
る

絶
品
米
粉
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ心

と
き
め
く

隠
れ
家
雑
貨
店

池
の
ほ
と
り
で

濃
厚
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を

脇殿にイタケルも
祀られている

た
か
ま
が
は
ら

あ
め
の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎし

ら
ぎ

く
さ
な
ぎ
の
つ
る
ぎ

う
く
た
か
ら

ま
き

伊太祁曽神社【 いたきそじんじゃ 】

を祀る氣生神社もあり、併せて参拝したい。森に囲まれた境内は、まさ
に木の国の雰囲気。

紀伊国に鎮座した
イタケルはその後、
この地に御祭神と
して祀られた。神社
の脇殿には、オオヤ
ツヒメ、ツマツヒメも
祀られている。境内
にはイタケルの荒
御霊（荒 し々い魂）

t073-478-0006 和歌山市伊太祈曽558
Ji参拝自由 p30台

あら

みたま

きしょう

髙積神社 【 たかつみじんじゃ 】

高237mの高積山の麓に三神が鎮座する下の宮（写真）、そこから山
を登った場所に上の宮の本殿があり、静謐な雰囲気が漂う。

中央にオオヤツヒメ、
左右にイタケル、ツ
マツヒメと、兄妹三
神を主祭神として
祀っていることから、

「高三所大明神」と
も呼ばれている。地
元の産土神として
信奉されており、標

t073-477-0860 下の宮／和歌山市禰宜1390
Ji参拝自由 pなし

兄妹三神がともに主祭神

うぶすながみ

せいひつ

たかさんしょ

祇園神社への石段を登っていくと、社殿の
手前左側にひっそりと石が佇む

t073-494-5050
和歌山市永山1076-7

J10～17時 i無休
p20台 　　  P33 B-3

季節のフルーツと北海道産のミルクで作るな
めらかで濃厚なジェラートを10種ほど展開。
迷った時はダブル（400円）がおすすめ。

大池ジェラート 風水花
おおいけじぇらーと ふうすいか

t090-2352-9926 和歌山市大河内541-1
J11～17時 i水・金・第2・4日曜のみ営業 p5台
　　  P33 C-3

倉庫を改装して週に3日ほど営業する雑貨
店。食器中心の生活雑貨のほか、ハンドメイド
アクセサリーなど、セレクトにセンスが光る。

青空社
あおぞらしゃ

t073-488-2805 和歌山市冬野536-1
J11～17時（16時LO）、土・日曜は～18時（17時LO）
i水曜（GWは営業） p10台 　　 P33 C-2

元々ガソリンスタンドだった場所を改装したベ
ジタリアンカフェ。ランチの定番である薬膳カ
レーのほか、食後には米粉で作ったふわふわ
のシフォンケーキセット（850円）も。

Nature Café M's Nest
ねいちゃーかふぇ えむず ねすと

鳥上峯の石
とりがみみね

伊太祁曽神社にある

P33
B-3

MAPP33
B-3

MAP

P33
C-3

MAP

スタンプ
設置

ポイント

記紀・
９つの物語

｜和
歌山を巡る｜
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スタンプ設置ポイント周辺のおすすめスポット

国
竈
山
の
地
に
葬
ら
れ
ま

し
た
。そ
こ
が
現
在
の
和
歌

山
市
和
田
に
あ
る
竈
山
神

社
で
す
。

　
兄
を
失
っ
た
カ
ム
ヤ
マ

ト
イ
ワ
レ
ビ
コ
の
軍
勢
は
、

紀
伊
国
名
草
邑（
和
歌
山
市
名
草
山
周
辺
）に
到

着
。そ
こ
で
地
元
の
豪
族
・
名
草
戸
畔
を
倒
し
た

の
ち
、さ
ら
に
南
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。そ
の

後
も
ど
ん
ど
ん
海
路
を
南
下
し
、初
代
・
神
武
天

皇
誕
生
へ
と
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
運
命
の
地
、熊

野
へ
と
至
る
の
で
し
た
。

ア
マ
テ
ラ
ス
が
ニ
ニ
ギ
を
高
千
穂
に
天
下
ら
せ
た
天
孫
降
臨
か
ら
三
代
、

カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ（
の
ち
の
神
武
天
皇
）は
日
本
を
平
和
に
治
め
る
た
め
、つ
い
に
都
探
し
に
向
か
い
ま
す
。

神
武
東
征

遙
か
な
る
天
下
平
定
の
道

代
の
時
代
か
ら
天
皇
の
時
代
へ
の
分

岐
点
、そ
れ
が
神
武
天
皇
東
征
の
物
語

で
す
。豊
葦
原
瑞
穂
国（
日
本
）を
治
め
よ
と
、ア

マ
テ
ラ
ス
は
ニ
ニ
ギ
を
日
向
国（
宮
崎
県
）高
千

穂
に
天
下
ら
せ
ま
す
。そ
れ
か
ら
三
代
の
の
ち
、

カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ
の
時
代
に
入
り
ま
し

た
。し
か
し
、豊
葦
原
瑞
穂
国
を
治
め
る
た
め
に

天
下
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、治
め
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
の
は
ま
だ
九
州
の
み
。そ
こ
で
カ

ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ
は
、日
本
全
土
を
平
和

に
治
め
る
都
を
置
く
た
め
の
最
適
な
場
所
を
探

す
旅
に
出
ま
す
。

　
青
山
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
国
が
東
方
に
あ

り
、そ
こ
に
自
分
と
同
じ
ア
マ
テ
ラ
ス
の
系
譜

の
天
孫
で
、天
磐
船
で
地
上
に
降
り
た
ニ
ギ
ハ

ヤ
ヒ
が
い
る
と
い
う
。カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ

は
長
兄
の
イ
ツ
セ
ら
と
と
も
に
軍
隊
を
従
え
、東

を
目
指
し
て
日
向
を
出
発
し
た
の
で
し
た
。

　
ま
ず
は
宇
佐（
大
分
県
）へ
。そ
こ
で
歓
迎
を

受
け
て
し
ば
ら
く
留
ま
っ
た
の
ち
、筑
紫（
福
岡

県
）を
経
て
、安
芸（
広
島
県
）、吉
備（
岡
山
県
）

と
、瀬
戸
内
海
を
船
で
東
へ
。そ
し
て
大
阪
湾
か

ら
難
波
を
経
て
河
内
国（
大
阪
府
）に
入
っ
た
時

の
こ
と
、地
元
の
豪
族
で
あ
る
長
髄
彦
の
激
し

い
抵
抗
に
遭
い
、イ
ツ
セ
が
負
傷
し
て
し
ま
い

ま
す
。日
神
の
御
子
な
の
に
、太
陽
に
向
か
っ
て

戦
っ
た
か
ら
で
し
た
。そ
こ
で
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ

ワ
レ
ビ
コ
の
軍
勢
は
、太
陽
を
背
に
し
て
戦
う
た

め
、紀
伊
国
へ
の
迂
回
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

傷
を
負
っ
た
イ
ツ
セ
は
、紀
伊
国
を
目

前
に
し
た
男
之
水
門
あ
た
り
で
死
去

し
て
し
ま
い
ま
す
。紀
元
前
6
6
3
年
5
月
の

こ
と
で
し
た
。死
の
間
際
に
イ
ツ
セ
は
雄
叫
び

を
上
げ
た
と
い
わ
れ
、こ
の
故
事
か
ら
男
之
水

門
の
こ
と
を
雄
水
門
と
呼
ぶ
と
、日
本
書
紀
に

は
記
さ
れ
て
い
ま
す
。イ
ツ
セ
の
亡
骸
は
、紀
伊

第二次世界大戦でフィリピンのルバン
グ島に出征し、終戦後も30年にわたり
任務を遂行し続けた日本兵、小野田寛
郎氏は、宇賀部神社宮司家の出身で
す。生前には名草戸畔に言及しており、
名草戸畔は戦死するも、その軍勢はカ
ムヤマトイワレビコ軍を撃退し、紀伊半
島に迂回させたとも語っています。

神

重

竈山神社 【 かまやまじんじゃ 】

ており、本殿の裏がイツセの御墓といわれる。御祭神の脇殿にはカムヤ
マトイワレビコも祀られている。

瀕死の痛手を負い、
男之水門で雄叫び
を上げたイツセはそ
の後、男之水門あ
たりで息絶えたと伝
わり、そのまま葬られ
た。それが現在当社
のある場所であると
日本書紀に記され

t073-471-1457　 和歌山市和田438
J6～18時（社務所9～17時） i無休　p10台

イツセが静かに眠る

杉尾神社 【 すぎおじんじゃ 】

腹痛けりゃ杉尾のお宮～♪」という歌もあるほど。お腹、つまり食事とい
うことから、当社には大きなしゃもじも奉納されている。

カムヤマトイワレビコ
に敗れた名草戸畔
の身体は頭、胴、足
に分けられ、胴は当
地に祀られたと伝わ
る。これが「おはら

（腹）さん」と呼ばれ
ている由来のひと
つで、地域には「お

t073-488-5248 海南市阪井1858
Ji参拝自由 p10台（広場の南側）

お腹の神様「おはらさん」

カムヤマトイワレビコ
激戦の地

［和歌山市］［海南市］

コ
ラ
ム

t073-488-5699 紀美野町動木1795-5
J11～21時 i月・火曜 p15台
　　  P33 C-3

京都の名店で研鑽を積んだオーナーが作る
本格イタリアン。季節食材の料理や自家製生
パスタなどのランチ（2200円～）をぜひ。

Stellato
すてらーと

t073-483-8461（海南市産業振興課）
海南市阪井418 GJi散策自由 p35台

　　  P33 C-3

水利の神様と言われた井沢弥惣兵衛によっ
て宝永7年（1710）に造られたため池。当時、
この池のおかげで約7000人の米の収穫が可
能となり、「ため池百選」にも選出された。

亀池
かめいけ

木
々
に
囲
ま
れ
た

県
下
随
一
の
巨
大
た
め
池自

然
あ
ふ
れ
る
町
の

本
格
イ
タ
リ
ア
ンt073-487-5314 海南市重根1981-25

たつべパーク内 J10～17時
i火・水曜 p5台
　　  P33 C-3

ぽってりフォルムがかわいいベーグルの専門
店。定番のプレーンやチョコのほかクランベ
リー（200円）も人気で、季節のベーグルもある。

C'est joli
せじょり

住
宅
街
に
佇
む

ベ
ー
グ
ル
専
門
店

と
よ
あ
し
は
ら
み
ず
ほ
の
く
に

お
の
み
な
と

な
ぐ
さ
む
ら

な
ぐ
さ
と
べ

お
の
み
な
と

あ
ま
の
い
わ
ふ
ね

な
が
す
ね
ひ
こ

ひ
の
か
み

み
こ

神武天皇聖蹟男
水門顕彰碑があ
る水門吹上神社
　　 P33 B-2

【 うかべじんじゃ 】宇賀部神社

名草戸畔の頭部が祀られたと伝わる

｜和
歌山を巡る｜
記紀・

９つの物語

小野田氏が30年間肌身離さなかった「千人
針」が宇賀部神社に保管されている。宮司
にお願いすれば見せてもらうことも可能

現在の社殿は
城跡の山にある！

日本兵・小野田寛郎
ひろお

第二次世界大戦最後の

P33
C-3

MAP P33
C-3

MAP

P33
C-2

MAP

みはか

いざわやそべえ

カムヤマトイワレビコに敗れた名草戸畔の頭部
が村人によって祀られたと伝わる。この伝説に
よって古くから頭の守護神「おこべ（頭）さん」と
呼ばれ、頭病平癒の宮として崇められている。
また神社のある山には戦国時代まで小野田城
があり、現在はわずかに遺構が残る。

t073-487-3285 海南市小野田917
※車でのアクセスはP33のMAP参照
Ji参拝自由 p24台

じ
ん
む

記紀ゆかりの地を巡ろう!

スタンプ
設置

ポイント
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t0735-22-2533 新宮市新宮1
J6～18時（季節により変更あり） i無休 p30台

神倉神社の御神体ゴトビキ岩に降臨した熊野の神 を々、景行天皇の時代
に、現在の地へ社殿を建てお祀りしたことが当社の起こり。初めての宮とい
う意味で、この地は新宮と称された。主祭神は熊野速玉大神（イザナギ）、
熊野夫須美大神（イザナミ）。

P32
E-6

MAP

スタンプ設置ポイント周辺のおすすめスポット

t0735-22-3132 新宮市大橋通3-3-4
J8～21時、日曜は8時30分～17時30分
i不定休 p10台 　　  P32 E-6

t0735-30-4974 新宮市仲之町3-1-4
J11～16時、金・土曜、祝前日のみ20～24時も営業
i火・水曜、第3日曜 pなし 　　  P32 E-6

和三盆の上品な甘さが
特徴の鈴焼（20個325
円～）は、店を代表する
お菓子で、新宮の名物。
熊野の名所を描いた熊
野名所せんべい（10枚
760円～）もおすすめ。

香梅堂
こうばいどう

COLORs
からーず

銀行だった建物をリノ
ベーションしたカフェ。地
元の人気パティスリーと
コラボしたスイーツのほ
か、フルーツサンド（1個
380円～）が名物。バナ
ナジュースも人気。

ス
イ
ー
ツ
が

充
実
の
カ
フ
ェ

人
気
の
鈴
焼
は

新
宮
名
物

野
へ
と
向
か
っ
た
一
行
は
、狭
野（
新

宮
市
佐
野
付
近
）を
越
え
、神
邑
に
到

着
し
て
天
磐
盾
に
登
り
、さ
ら
に
進
み
ま
す
。し

か
し
そ
の
前
に
、熊
野
灘
で
猛
烈
な
暴
風
雨
に

見
舞
わ
れ
て
漂
流
し
、次
兄
、三
兄
も
亡
く
し
、

カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ
は
息
子
と
軍
を
率
い

て
熊
野
の
荒
坂
津
に
上
陸
。こ
こ
で
地
元
の
豪

族
・
丹
敷
戸
畔
を
倒
し
ま
す
が
、待
ち
構
え
て
い

た
土
地
の
神
々
の
霊
気
に
よ
り
一
行
は
次
々
に

意
識
を
失
い
、倒
れ
込
ん
だ
そ
う
で
す
。そ
こ
へ

熊
野
の
高
倉
下
と
い
う
者
が
剣
を
持
っ
て
現
れ

ま
す
。カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ
が
そ
の
剣
を

手
に
す
る
と
、軍
勢
が
み
な
目
覚
め
た
ば
か
り

か
、荒
ぶ
る
神
々
も
す
べ
て
倒
れ
た
の
で
し
た
。

高
倉
下
が
持
っ
て
き
た
霊
剣
・
布
都
御
魂
は
、天

神
た
ち
が
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ
の
た
め
に

地
上
へ
降
ろ
し
た
ひ
と
振
り
だ
っ
た
の
で
す
。

　
高
倉
下
は
言
い
ま
し
た
。「
夢
の
中
で
ア
マ
テ

ラ
ス
と
タ
カ
ギ
ノ
カ
ミ
が
、タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
に

『
豊
葦
原
瑞
穂
国（
日
本
）が
騒
が
し
い
よ
う
だ
。

お
前
が
行
っ
て
手
助
け
し
て
や
れ
』と
お
っ

し
ゃ
っ
た
。そ
こ
で
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
は『
私
が
行

か
な
く
て
も
剣
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。こ
の
剣

は
高
倉
下
の
倉
庫
に
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。お

い
、高
倉
下
、こ
の
剣
を
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ

コ
様
に
お
届
け
せ
よ
』と
お
っ
し
ゃ
り
、夢
か
ら

覚
め
て
お
告
げ
ど
お
り
に
倉
庫
に
行
く
と
、本
当

に
剣
が
あ
っ
た
の
で
持
っ
て
き
た
の
で
す
」。

く
し
て
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ
は

熊
野
で
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、タ
カ
ミ

ム
ス
ビ
が
彼
の
た
め
に
遣
わ
し
た
八
咫
烏
の
先

導
で
、熊
野
川
を
進
ん
で
行
き
ま
し
た
。

　
日
本
書
紀
に
よ
る
と
、大
和
国
へ
入
っ
た
一

行
は
吉
野
か
ら
宇
陀（
奈
良
県
）を
、戦
い
な
が

ら
進
ん
だ
そ
う
で
す
。そ
し
て
つ
い
に
、兄
イ
ツ

セ
を
死
に
追
い
や
っ
た
宿
敵
長
髄
彦
と
戦
う
こ

と
に
。先
の
戦
で
兄
が
敗
れ
た
の
は
、日
神
の
御

子
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
太
陽
に
向
か
っ
て

戦
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
し
た
。そ
こ
で
今
回

は
太
陽
を
背
に
宿
敵
と
相
ま
み
え
、打
ち
負
か

し
ま
す
。こ
の
時
、も
う
ひ
と
り
の
天
孫
で
あ

り
、長
髄
彦
の
娘
婿
だ
っ
た
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
は
、カ

ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ
に
帰
順
し
ま
す
。

　
よ
う
や
く
す
べ
て
の
敵
を
倒
し
、豊
葦
原
瑞

穂
国
を
平
定
し
た
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ

は
、畝
傍
山（
奈
良
県
）の
南
東
に
あ
る
白
檮
原
宮

で
初
代
・
神
武
天
皇
と
し
て
即
位
。こ
れ
よ
り
、現

代
に
続
く
天
皇
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

熊

かコ
ラ
ム

熊
野
に
上
陸
し
た
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ
一
行
は
、土
地
の
神
々
を
倒
し
、宿
敵
も
帰
順
さ
せ
、

八
咫
烏
の
先
導
で
大
和
国
へ
。天
皇
と
な
る
べ
き
あ
ま
た
の
試
練
を
乗
り
越
え
て
、つ
い
に
即
位
に
至
り
ま
す
。

神
武
東
征

八
咫
烏
の
導
き
で
初
代
天
皇
に

や
た
が
ら
す

記紀・
９つの物語

カムヤマトイワレビコが熊野で狭野の次
に上陸したとされる神邑は、当社の鎮座
する地域だったといわれており、参道脇
に「神武天皇聖蹟熊野神邑顕彰碑」が
立っています。また、中国から農耕や捕
鯨、造船などの技術を伝えたといわれて
いる徐福ゆかりの地でもあり、境内には
彼を祀る「徐福之宮」もあります。

熊野川の河口近く、蓬莱山の麓に鎮座する

じんむてんのうせいせきくまのかみのむらけんしょうひ

t0735-22-3986 新宮市阿須賀1-2-25
Ji参拝自由 p4台 　　 P32 E-6

熊野本宮大社 【 くまのほんぐうたいしゃ 】

する村にいたと伝わっている。境内の社務所前、御神木の下には真っ
黒な「八咫烏ポスト」があり、専用の絵馬で手紙を出すこともできる。

古来多くの人が詣
でた熊野三山のひ
とつとして、家津御
子大神（スサノオ）を
主祭神とする。当社
の縁起によると、カ
ムヤマトイワレビコ
に剣を渡した高倉
下は、当社の鎮座

t0735-42-0009 田辺市本宮町本宮1110
J6～19時（授与所、社務所は8～17時） i無休 p120台

那智の大滝 【 なちのおおたき 】

で、大己貴命（オオクニヌシ）を祀る。熊野那智大社の境内には、先導
の役目を終えた八咫烏が姿を変えて休んでいると伝わる「烏石」もある。

カムヤマトイワレビ
コが熊野に上陸し
た際、那智の山に
光輝くものを見て探
り当てたのがこの大
滝といわれている。
那智の大滝は、熊野
那智大社の別宮・飛
瀧 神 社の御 神 体

t0735-55-0321 那智勝浦町那智山
J7時～16時30分 i無休 p熊野那智大社内30台

（神社防災道路通行料として800円が必要）

生命の息吹を感じる、落差日本一の名瀑

熊野詣の最初の到達地 熊野の神々が最初に降臨した聖地

熊野速玉大社 【 くまのはやたまたいしゃ 】

阿須賀神社
あすかじんじゃ

神武天皇上陸の地

み
わ
の
む
ら

こ

あ
ま
の
い
わ
た
て

さ
の

ひ
の
か
み

み

あ
ら
さ
か
つ

に
し
き
と
べ

た
か
く
ら
じ

な
が
す
ね
び
こ

か
し
は
ら
の
み
や

う
ね
び
や
ま

あ
ま
つ

か
み

ふ
つ
の
み
た
ま

と
よ
あ
し
は
ら
み
ず
ほ
の
く
にP32

C-5
MAP

P32
D-6

MAP P32
F-5

MAP

熊野の神々が三山に祀られる
以前に降臨された聖跡で、降
臨されたゴトビキ岩が御神体
である。神武天皇御東征の折、
高倉下より神剣を授かった場
所で日本書紀にも記されてい
る。急峻な538段の石段は源
頼朝の寄進といわれる。

t0735-22-2533
（熊野速玉大社）

新宮市神倉1-13-8
Ji参拝自由
p13台

神倉神社 【 かみくらじんじゃ 】

スタンプ
設置

ポイント

ふすみ

けつみ

ひ

ろう

おおなむちのみこと

このおおかみ

けいこう

神々が棲まう、自然崇拝の地［田辺市］［新宮市］［那智勝浦町］

記紀ゆかりの地を巡ろう! ｜和
歌山を巡る｜
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み
か
ん
と
言
え
ば
、和
歌
山
県
が
誇
る
収
穫
量
日
本
一
の
名
産
品
。こ
の
名
産
品
に
つ
い
て
も
、

由
来
が
日
本
書
紀
で
語
ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
も
、ち
ょ
っ
ぴ
り
悲
し
い
逸
話
と
と
も
に
…
…
。

み
か
ん
の
ル
ー
ツ
!?

不
老
不
死
の
霊
菓
を
探
せ

11
代
垂
仁
天
皇
の
時
代
の
こ
と
。田
道

間
守
と
い
う
人
物
が
垂
仁
天
皇
の
勅

命
を
受
け
、不
老
不
死
の
霊
菓
と
さ
れ
る
非
時

香
菓
を
探
す
旅
に
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
い
っ
て
も
、そ
の
霊
菓
は
ど
ん
な
も
の
か
、ど

こ
に
あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
も
の
。田
道
間
守

は
、日
本
国
内
は
お
ろ
か
遠
く
異
国
の
地
ま
で

探
し
回
り
、さ
ら
に
は
人
間
界
を
飛
び
越
え
常

世
国
ま
で
足
を
運
び
ま
す
。と
に
か
く
探
し
に

探
し
、気
が
付
け
ば
10
年
の
月
日
が
経
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。や
が
て
、垂
仁
天
皇
を
喜
ば
せ
た
い

と
い
う
執
念
が
実
り
、田
道
間
守
は
つ
い
に
非

時
香
菓
を
発
見
！
早
く
垂
仁
天
皇
に
届
け
よ
う

と
、日
本
に
戻
り
ま
す
。と
こ
ろ
が
時
す
で
に
遅

く
、垂
仁
天
皇
は
田
道
間
守
の
帰
り
を
待
つ
こ

と
な
く
、崩
御
さ
れ
て
い
た
の
で
し
た
。

　田
道
間
守
は
果
実
の
半
分
を
皇
后
に
献
上

し
、残
り
の
半
分
を
垂
仁
天
皇
の
御
陵
に
捧
げ

る
の
で
す
が
、悲
し
み
に
打
ち
ひ
し
が
れ
、泣
き

叫
び
続
け
、と
う
と
う
そ
の
場
で
亡
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。垂
仁
天
皇
の
御
陵
は
宝

来
山
古
墳（
奈
良
県
）に
あ
り
ま
す
が
、こ
の
時

田
道
間
守
が
持
ち
帰
っ
た
果
実
を
最
初
に
移
植

し
た
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、海
南
市
に
あ
る
橘

本
神
社
の
旧
社
地「
六
本
樹
の
丘
」だ
と
伝
わ
り
、

同
社
に
は
、田
道
間
守
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

時
香
菓
は
、時
季
を
選
ば
ず
い
つ
で
も

香
り
の
よ
い
果
実
で
あ
る
と
い
う
意

味
で
、現
代
の
橘
の
こ
と
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。田
道
間
守
が
持
ち
帰
っ
た
橘
は
そ
の
後
さ

ま
ざ
ま
な
改
良
が
加
え
ら
れ
、や
が
て
み
か
ん

と
な
っ
た
の
で
し
た
。ち
な
み
に
現
代
の
よ
う

に
お
い
し
い
お
菓
子
が
な
か
っ
た
昔
は
、お
菓

子
代
わ
り
に
橘
の
実
を
加
工
し
て
食
べ
て
い
た

よ
う
で
す
。こ
の
よ
う
な
故
事
に
ち
な
み
、橘
本

神
社
は
み
か
ん
と
お
菓
子
の
神
様
と
し
て
田
道

間
守
を
祀
り
、全
国
の
製
菓
関
係
者
か
ら
今
も

崇
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　現
在
の
よ
う
に
み
か
ん
が
和
歌
山
県
の
名
産

品
と
な
る
の
は
、記
紀
の
時
代
か
ら
か
な
り
時

を
経
た
江
戸
時
代
、紀
州
徳
川
家
初
代
藩
主
の

頼
宣
公
が
入
国
し
て
か
ら
の
こ
と
。紀
州
領
内

を
視
察
し
た
頼
宣
公
は
そ
の
山
が
ち
な
地
形
を

目
に
し
、こ
の
よ
う
な
地
域
で
も
育
ち
や
す
い

み
か
ん
を
植
え
る
よ
う
に
指
示
し
ま
し
た
。以

後
、和
歌
山
県
内
で
み
か
ん
の
栽
培
が
始
ま
っ

た
と
い
わ
れ
て
お
り
、そ
れ
が
今
や
、収
穫
量
日

本
一
の
産
地
に
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。

橘本神社から歩いて10分ほどの所に、田
道間守が持ち帰った橘を最初に移植し
た地があります。植えたのが6本の木だっ
たことから「六本樹の丘」と名付けられ、
田道間守の功績を称える石碑の横では
今も橘が元気に育っています。その姿を
田道間守も喜んでいることでしょう。

みかん山が広がる高台にあり、ここからの
眺望も楽しみに出かけたい
※駐車スペースあり

第

非コ
ラ
ム

記紀・
９つの物語

橘本神社 【 きつもとじんじゃ 】

「六本樹の丘」がある場所から明治40年（1907）に熊野
古道九十九王子のひとつ、所坂王子跡に遷り、田道間守
神と熊野坐大神を祀る。毎年4月第1日曜には全国から
菓子業者が集まり、お菓子の神様・田道間守を称え商
売繁盛を祈願する全国銘菓奉献祭が開催される。

t073-494-0083
海南市下津町橘本779

Ji参拝自由
p5台

熊野古道の王子跡に鎮座する

t073-492-4008 海南市下津町小原254
J11～17時（火曜は～15時） i日・月曜 p5台
　　  P33 D-2

自分の家のようにくつろげる古民家カフェ。副
菜の盛り合わせやメイン料理が選べる叶糸ラ
ンチ（1000円、要予約）がおすすめ。

スタンプ設置ポイント周辺のおすすめスポット

お
し
ゃ
れ
カ
フ
ェ
で

ス
イ
ー
ツ
ブ
レ
イ
ク

庭
付
き
古
民
家
で

副
菜
満
載
ラ
ン
チ
を

日
本
庭
園
が
あ
る

和
歌
山
の
有
名
酒
蔵

t073-492-3394
海南市下津町下津785-5 J11～18時

i日・月曜 p10台 　　  P33 D-2

レトロな建物を改装した、木の温もりを感じる
カフェ。野菜ソムリエの店主が作るランチのほ
か、バナナ&ココナッツのケーキ（480円）など
自家製スイーツも豊富に揃う。

colline
こりん

古民家カフェ 叶糸
こみんかかふぇ かないと

t073-484-2326（海南市物産観光センター）
海南市下津町方2023 GJi散策自由

p石碑の前に約3台駐車可能
 　　 P33 D-2

t073-494-0083（橘本神社） 海南市下津町
橘本148 G大人400円、高校生以下300円
Ji予約時に要問い合わせ p12台
　　  P33 D-2

和
歌
山
名
産
の

み
か
ん
を
学
ぶ

荒
海
を
進
ん
だ

文
左
衛
門
の
顕
彰
碑

下津港に、海を背に立
つ紀伊國屋文左衛門船
出の碑がある。港から江
戸まで荒波を越え、みか
んを運び大きな利益を得
た紀伊國屋文左衛門を
称える顕彰の碑である。

紀伊國屋文左衛門
船出の碑
きのくにやぶんざえもん
ふなでのひ 橘本神社の資料館とし

て令和元年（2019）5月
にオープン。みかんに関
する資料や、柑橘分類
学者の世界的権威、田
中長三郎氏による観察
記録のスケッチなどが展
示されている。

常世館
とこよかん

た
ぢ

す
い
に
ん

た
ち
ば
な

ま
も
り

と
き
じ
く
の

と
こ

よ
の
く
に

き
つ

よ
り
の
ぶ

も
と
じ
ん
じ
ゃ

か
ぐ
の
こ
の
み

六本樹の丘
田道間守の思いが生きる

御神木には
橘が実る

P33
D-2

MAP

れ
い
か

　　 P33 D-2
t073-482-1236 海南市藤白758-45 
G見学無料、未成年および運転者は試飲不
可 J9～17時（16時見学最終受付※要予約）
i無休 p15台 　　  P33 C-2

日本庭園と日本酒・梅酒の蔵が見学で
きる酒蔵。併設売店では純米酒 紀伊
国屋文左衛門五百万石全量使用（720
㎖1100円）の試飲も可。

中野BC
なかのびーしー

ところざか うつ たぢまもりの

かみ くまのにますおおかみ

潮風香るみかんの里［海南市］

記紀ゆかりの地を巡ろう!

スタンプ
設置

ポイント

｜和
歌山を巡る｜
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ら
た
め
て
別
々
に
葬
っ
た
と
こ
ろ
、太
陽
の
輝
き
が

戻
っ
た
の
で
し
た
。

　さ
て
、反
乱
を
企
て
た
麛
坂
王
と
忍
熊
王
は
そ
の

後
ど
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
？
麛
坂
王
は
戦
の
吉

凶
を
神
に
問
う
た
め
の
狩
り
の
最
中
に
猪
に
襲
わ
れ

て
絶
命
、忍
熊
王
だ
け
で
戦
を
起
こ
す
の
で
す
が
、神

功
皇
后
の
策
に
よ
り
忍
熊
王
は
追
い
詰
め
ら
れ
た

末
、自
害
し
た
の
で
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
活
躍
か
ら
勇
敢
な
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る

神
功
皇
后
で
す
が
、誉
田
別
命
を
出
産
後
、神
功
皇
后

自
ら
政
治
を
安
定
さ
せ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、明
治

時
代
ま
で
は
一
部
史
書
で
神
功
皇
后
を
天
皇
と
位
置

付
け
る
も
の
も
み
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、肖
像
は
お
札

（
政
府
紙
幣
）に
も
採
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
初
の
肖
像
画
紙
幣
に
も
登
場
！
夫
で
あ
る
仲
哀
天
皇
の
崩
御
後
も
、

我
が
子
誉
田
別
命
が
応
神
天
皇
と
し
て
即
位
す
る
ま
で
、政
治
の
安
定
に
尽
力
し
た
強
き
母
の
物
語
。

神
の
お
告
げ
に
従
っ
て
海
を
渡
っ
た
勇
猛
な
皇
后

14
代
仲
哀
天
皇
が
狩
り
を
す
る
た
め
、紀

伊
国
の
徳
勒
津
宮
に
滞
在
中
の
こ
と
。九

州
南
部
に
住
む
土
着
の
部
族
・
熊
襲
が
反
乱
を
起
こ

し
た
と
の
知
ら
せ
が
入
り
、仲
哀
天
皇
は
急
ぎ
平
定

に
向
か
い
ま
す
。穴
門（
山
口
県
西
部
）で
気
長
足
姫
尊

こ
と
神
功
皇
后
と
合
流
。一
行
は
橿
日
宮（
福
岡
県
）

に
到
着
す
る
の
で
す
が
、そ
こ
で
仲
哀
天
皇
に
神
か

ら「
熊
襲
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
。西
の
方
に
金
銀

財
宝
が
あ
ふ
れ
る
国（
新
羅
）が
あ
る
。私
を
祀
れ
ば

武
力
な
し
で
従
う
で
あ
ろ
う
」と
お
告
げ
が
あ
り
ま

し
た
。し
か
し
、仲
哀
天
皇
は「
西
に
あ
る
の
は
国
で

は
な
い
。海
ば
か
り
だ
」と
神
の
言
葉
を
疑
っ
た
結

果
、仲
哀
天
皇
は
崩
御
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　仲
哀
天
皇
の
穢
れ
を
除
く
た
め
に
神
功
皇
后
は
儀

式
を
行
い
、再
度
、神
の
声
を
問
い
ま
し
た
。「
西
の
国

を
従
わ
せ
る
た
め
の
手
段
や
、こ
の
国（
日
本
）を
統

べ
る
の
は
腹
の
中
の
御
子
で
あ
る
」な
ど
の
お
告
げ

を
聞
い
た
神
功
皇
后
は
、身
重
に
も
か
か
わ
ら
ず
、御

子
が
産
ま
れ
な
い
よ
う
に
と
お
腹
に
石
を
巻
い
て
西

の
国
に
遠
征
し
、お
告
げ
の
お
か
げ
で
成
功
へ
と
導

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　そ
の
後
、大
和
国（
奈
良
県
）へ
の
帰
路
の
途
中
で
誉

田
別
命（
の
ち
の
応
神
天
皇
）を
出
産
し
ま
し
た
が
、妊

娠
期
間
は
な
ん
と
15
カ
月
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　誉
田
別
命
の
存
在
を
快
く
思
わ
な
か
っ
た
の
が
、

仲
哀
天
皇
の
皇
子
で
あ
り
、神
功
皇
后
と
は
別
の
女

性
か
ら
生
ま
れ
た
麛
坂
王
と
忍
熊
王
で
し
た
。2
人

は
誉
田
別
命
と
皇
位
を
巡
り
、神
功
皇
后
に
対
し
て

反
乱
を
起
こ
し
ま
す
。

功
皇
后
は
、誉
田
別
命
と
一
度
離
れ
た
の

ち
、難
波
宮
を
経
由
し
て
日
高（
和
歌
山
県

日
高
郡
美
浜
町
）で
誉
田
別
命
と
再
び
合
流
し
ま
す
。

そ
こ
で
臣
下
と
協
議
の
末
、麛
坂
王
と
忍
熊
王
を
討
つ

こ
と
に
し
、神
功
皇
后
は
さ
ら
に
小
竹
宮
に
遷
り
ま

す
。と
こ
ろ
が
突
然
、昼
間
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

あ
た
り
が
真
っ
暗
闇
に
。神
功
皇
后
が
紀
伊
国
の
豪

族
・
紀
伊
国
造
の
祖
先
で
あ
る
豊
耳
に
理
由
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、小
竹
神
社（
現
在
の
小
竹
八
幡
神
社
）と
天
野

神
社（
現
在
の
丹
生
都
比
売
神
社
）の
神
職
を
合
葬
し

た
こ
と
が
原
因
だ
と
判
明
。そ
こ
で
2
人
の
神
職
を
あ

忍熊王と戦うために日高まで来た神功
皇后は、まず息子の誉田別命を上陸
させ、自身は迂回して上陸しました。そ
の時、地元の豪族に案内されて休息
を取った場所が神社のある衣奈の地。
地名の由来は誉田別命の胞衣（胎盤
など）をここに埋葬したからといわれて
おり、境内には胞衣塚があります。

第

神コ
ラ
ム

t0738-66-0168 由良町衣奈669
Ji参拝自由 p3台
　　 P32 B-4

記紀・
９つの物語

ち
ゅ
う
あ
い

と
こ
ろ
つ
の
み
や

く
ま
そ

あ
な
と

お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の
み
こ
と

か
し
い
の
み
や

し
ら
ぎ

け
が

み
こ

に
う
つ
ひ
め
じ
ん
じ
ゃ

し
の
の
み
や

と
よ
み
み

き
い
の
く
に
の
み
や
つ
こ

か
ご
さ
か
の
み
こ
お
し
く
ま
の
み
こ

ほ
む
た
わ
け
の
み
こ
と

お
う
じ
ん

衣奈八幡神社
えなはちまんじんじゃ

神功皇后休息の地

えな

スタンプ設置ポイント周辺のおすすめスポット

丹生都比売神社 【 にうつひめじんじゃ 】

の神領地の一部が弘法大師空海に授けられたことにより、真言密教
の守護神として僧侶からも広く崇敬を受けるようになった。

神功皇后が葬り直
した（P20参照）もう
ひとりは当社の神
職、天野祝。神功皇
后の御子である応
神天皇より、紀伊
山地の北西部一帯
が寄進され社殿が
作られた。その後、そ

t0736-26-0102 かつらぎ町上天野230
Ji参拝自由 p50台

弘法大師に高野山を授けた女神の社

淡嶋神社【 あわしまじんじゃ 】

皇后の子孫である仁徳天皇が、現地に社を遷したのが由来。ほかにも
「国生み」や「オオクニヌシの国造り」など、古事記に何度も登場する。

新羅からの帰路、嵐
に遭った神功皇后
は、御神託によって
無事紀淡海峡に浮
かぶ友ヶ島に上陸
できた。お礼に神功
皇后は宝物を納め
た小さな社を島に
建立。その後、神功

t073-459-0043 和歌山市加太116
J9～17時 i無休 p15台（最初の30分無料）

古事記にゆかりの深い神社

t0738-24-3809 美浜町和田1138-72
J10時30分～16時（土・日曜、祝日は～17時）
i月曜、日曜・祝日不定休 p2台
　　  P33 F-1

オーナーが全国から集めた、毎日使いたくなる
器や調理器具が並ぶ、煙樹ヶ浜近くの小さな
雑貨店。カフェスペースもあり、ハンドドリップ
コーヒーや紅茶が楽しめる。

くらしの道具とお茶 なずな
くらしのどうぐとおちゃ なずな

ロ
ー
カ
ル
鉄
道

フ
ァ
ン
に
人
気

お
だ
や
か
な

時
間
が
流
れ
る

女
性
に
人
気
の

ラ
ー
メ
ン
店

忍熊王との戦の際、神功皇后が葬り直した（P20
参照）うちのひとりは、当社の神職だった小竹祝
だったといわれ、武内宿禰（P22参照）を祀る宿
禰神社もある。かつては別の場所に鎮座してい
たが、延宝6年（1678）に、紀州徳川家初代藩主
の頼宣公の別邸があった現在の場所に遷った。

t0738-22-0089  御坊市薗642
Ji参拝自由 p境内に数台駐車可能
※祭礼時およびイベント時には
　駐車できない場合あり

【 しのはちまんじんじゃ 】小竹八幡神社

神功皇后を支えた武内宿禰も祀る

境内には
宿禰神社もある

P33
A-1

MAP
P33
F-1

MAP

P32
A-5

MAP

しののはふり

あまのはふり

にんとく

たけのうちのすくね

t0738-23-0001（紀伊御坊駅）
御坊市薗275 　　  P33 F-1

御坊駅から西御坊駅まで、運行距離がわずか
2.7㎞、乗車時間は約8分という日本最短の
ローカル鉄道。速度が少しゆっくりで車窓から
田園風景などがのんびり眺められると、全国
の鉄道ファンに愛されている。西御坊駅の佇
まいも風情たっぷり。

紀州鉄道
きしゅうてつどう

t0738-24-1013 御坊市薗350-22
J11時～14時30分、17～23時（日曜は～21時）
※月・木曜の夜はつけ麺専門
i火曜 p2台 　　  P33 F-1

濃厚なのに臭みがなく、上品な口当たりの
ラーメンが女性に支持されている。なかでも鶏
白湯ベースで醤油味の濃厚鶏soba（800円）
は、樽仕込みの湯浅醤油のコクが絶品！

ramen BIRDMAN
らーめん ばーどまん

じ
ん
ぐ
う

勇ましき神功皇后が
御子と上陸した地

［和歌山市］［かつらぎ町］［御坊市］

記紀ゆかりの地を巡ろう!

スタンプ
設置

ポイント

｜和
歌山を巡る｜
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歌
山
市
は
、日
本
古
代
史
で
活
躍
す
る

数
々
の
有
力
豪
族
の
祖
先
と
な
る
、武

内
宿
禰
が
誕
生
し
た
地
で
も
あ
り
ま
す
。景
行

天
皇
か
ら
仁
徳
天
皇
ま
で
天
皇
5
代
を
支
え
、

あ
る
と
き
は
当
時
朝
鮮
半
島
に
あ
っ
た
国
の
ひ

と
つ
新
羅
へ
遠
征
し
、ま
た
あ
る
と
き
は
大
和

国（
奈
良
県
）で
た
め
池
を
造
営
。和
歌
に
も
秀

で
る
な
ど
、実
に
多
才
な
人
物
だ
っ
た
と
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。天
皇
5
代
と
な
る
と
、そ
の
期

間
は
3
0
0
年
ほ
ど
。ま
さ
か
そ
ん
な
…
…
と
は

思
う
で
し
ょ
う
が
、彼
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ほ
ど

の
長
寿
だ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　「記
紀
」で
語
ら
れ
て
い
る
彼
の
功
績
の
多
く

は
、神
功
皇
后
の
時
代
の
こ
と
で
占
め
ら
れ
て
い

ま
す
。仲
哀
天
皇
を
密
葬
し
、神
功
皇
后
の
新
羅

侵
攻
に
同
行
。神
功
皇
后
が
大
和
国
へ
戻
る
途
中

に
は
息
子
で
あ
る
誉
田
別
命
の
守
り
を
任
せ
ら

れ
る
ほ
ど
、信
望
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　日
本
書
紀
で
は
、景
行
天
皇
が
国
家
的
な
祭

祀
を
行
う
た
め
に
孝
元
天
皇
の
皇
孫
で
あ
る
屋

主
忍
男
武
雄
心
命
を
紀
伊
国
へ
派
遣
し
、そ
の

滞
在
中
、紀
伊
国
の
豪
族
・
紀
伊
国
造
の
祖
先
で

あ
る
菟
道
彦
の
娘
・
影
媛
と
の
間
に
武
内
宿
禰

が
生
ま
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。古
事
記
で
は

少
し
言
及
が
異
な
り
ま
す
が
、生
ま
れ
が
現
在

の
和
歌
山
市
だ
と
の
記
述
は
同
じ
で
、そ
の
産

湯
に
使
わ
れ
た
と
さ
れ
る
井
戸
が
、「
武
内
宿
禰

誕
生
井
」と
し
て
武
内
神
社
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。江
戸
時
代
に
は
こ
の
井
戸
が
重
要
視
さ
れ

た
よ
う
で
、紀
州
徳
川
家
に
子
ど
も
が
生
ま
れ

た
際
に
は
長
寿
の
武
内
宿
禰
に
あ
や
か
り
、こ

の
井
戸
の
水
が
産
湯
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

自
と
は
裏
腹
に
、武
内
宿
禰
の
最
期
は

謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。「
因
幡
国
風

土
記
」で
は
3
6
0
歳
の
時
に
因
幡
国（
鳥
取
県
）

を
訪
れ
、そ
の
後
ゆ
く
え
知
れ
ず
だ
と
記
さ
れ
、

ま
た
、鎌
倉
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
歴
史
物
語「
水

鏡
」で
は
2
8
0
歳
で
死
去
し
た
と
記
さ
れ
て
お

り
、彼
の
墓
に
つ
い
て
も
諸
説
あ
り
ま
す
。

　特
筆
す
べ
き
は
、彼
の
子
孫
の
系
譜
で
す
。武

内
宿
禰
に
は
7
人
の
男
の
子
と
2
人
の
女
の
子

が
い
た
そ
う
で
、男
の
子
は
そ
れ
ぞ
れ
紀
氏
、波

多
氏
、蘇
我
氏
、葛
城
氏
と
い
っ
た
、古
代
に
活

躍
し
た
有
力
豪
族
の
祖
先
と
な
り
ま
し
た
。し

か
も
、そ
の
後
に
活
躍
し
た
豪
族
ま
で
入
れ
る

と
、な
ん
と
27
氏
の
祖
先
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。日
本
古
代
史
は
武
内
宿
禰
な
く
し
て
語

れ
な
い
、と
も
い
え
そ
う
で
す
。

和

出

神
功
皇
后
の
活
躍
は
、武
内
宿
禰
と
い
う
忠
臣
が
い
た
か
ら
こ
そ
、成
し
得
た
こ
と
で
し
た
。

景
行
か
ら
仁
徳
ま
で
天
皇
5
代
に
仕
え
た
彼
は
、数
々
の
有
力
豪
族
の
祖
で
も
あ
り
ま
す
。

多
く
の
有
力
豪
族
の
祖
と
な
る
歴
代
天
皇
の
忠
臣

記紀・
９つの物語

紀州徳川家に子どもが生まれた際には
その水が産湯として使われた、武内神
社にある武内宿禰誕生井。ここが重要
視されてきたのは、長寿にあやかるため
だけではありませんでした。彼は忠臣とし
ても知られ、また子孫も繁栄しています。
このような人物像が当時は理想的だっ
たことも、大きな要因です。

コ
ラ
ム

武内神社（P23参照）境内の一角にある
長寿殿という建物の中に、石碑とともに石
造りの井戸が今も大切に残されている

武内宿禰誕生井
紀州徳川家も大切にした

た
け
の
う
ち
の
す
く
ね

じ
ん
ぐ
う

け
い
こ
う

に
ん
と
く

ほ
む
た
わ
け
の
み
こ
と

ち
ゅ
う
あ
い

し
ら
ぎ

い
な
ば
の
く
に
ふ

ど
き

き
い
の
く
に
の
み
や
つ
こ

う
じ
ひ
こ

か
げ
ひ
め

や

こ
う
げ
ん

ぬ
し
お
し
お
た
け
お
こ
こ
ろ
の
み
こ
と

スタンプ設置ポイント周辺のおすすめスポット

安原八幡神社 【 やすはらはちまんじんじゃ 】

建てて滞在したのが当地。神社の南東にある奥宮には、武内宿禰が誕
生したと伝わる武内神社がある。

忍熊王との戦いの
ために武内宿禰に
御子を託した神功
皇后は、衣奈方面
へ迂回したのち、近
くの津田浦という場
所から再び紀伊国
に上陸したといわれ
る。その際に頓宮を

t073-479-0160 和歌山市相坂671
Ji参拝自由 p10台

神功皇后滞在の地

武内神社 【 たけうちじんじゃ 】

族が居を構え、勢力を誇っていたと伝わっており、その安心感から、神功
皇后は武内宿禰に御子を託したともいわれている。

武内宿禰を祀る古
社で、田園風景に
囲まれたのどかな場
所にあり、境内には、
武内宿禰誕生井が
今も残る。また神社
のある地域は、神功
皇后の時代にはす
でに武内宿禰の一

t073-479-0160（安原八幡神社） 和歌山市松原83
Ji参拝自由 pなし

武内宿禰一族の拠点

t073-460-8763 和歌山市磯の浦386-2
J9～17時（16時30分LO） i木曜 p店横に契約
駐車場あり（カフェ利用で2時間無料）
　　  P33 B-1

磯ノ浦ビーチが目の前に広がるカフェ。SNS映
えスイーツのレインボーカップ（600円）などを、青
い海が一望できる2階のテラスで味わいたい。

Café Glück かふぇ ぐりゅっく

t073-459-0321（休暇村紀州加太）
和歌山市深山 Ji散策自由 p深山第一砲台

跡近くに6台ほどの駐車スペースあり
　　  P33 A-1

明治時代に造られた由良要塞のひとつで、第
一から第三まである跡地には弾薬庫跡やレン
ガ造りのトンネルが残っている。自然を感じる
ことができるハイキングスポットとしても人気。

深山砲台跡 みやまほうだいあと

ハ
イ
キ
ン
グ
で
訪
れ
る

レ
ン
ガ
造
り
の
砲
台
跡

潮
風
を
感
じ
る

絶
景
カ
フ
ェ

t073-480-6350 和歌山市中591-45
J11時30分～15時（14時LO）、17時30分～22時

（21時LO） i月曜（祝日の場合は翌日）
p40台（隣接するセブン-
イレブンと共用）
　　  P33 A-2

イタリアにある「真のナポリピッツァ協会」から、
和歌山県で唯一認定されている店。薪窯で焼き
上げるマリナーラ（990円）など本場の味が揃う。

il Ritrovo いる りとろぼ

ナ
ポ
リ
の
味
を
受
け
継
ぐ

本
格
ピ
ッ
ツ
ァ

神功皇后から息子の誉田別命を預かった武内
宿禰が、その守護のために頓宮（仮の宮）を建
てたのが、神社のある場所。また、八咫鏡と同体
の日像鏡（P10参照）は、日前神宮・國懸神宮に
祀られる前に、アメノミチネによって当地に一時
祀られていたといわれている。

t073-451-5915
和歌山市西庄1

Ji参拝自由 p5台

【 きもとはちまんぐう 】木本八幡宮

神功皇后の御子を守護するために創建
みこ

武内宿禰を
祀る社もある

P33
C-3

MAP

P33
B-2

MAP

P33
C-3

MAP

やたのかがみ

ひがたのかがみ ひのくまじんぐう くにかかすじんぐう

とんぐう

おしくまのみこ

スタンプ
設置

ポイント

希代の忠臣・武内宿禰の
足跡を訪ねる

［和歌山市］

記紀ゆかりの地を巡ろう! ｜和
歌山を巡る｜
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民
衆
の
た
め
の
政
治
を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
仁
徳
天
皇
で
す
が
、困
っ
た
癖
が
あ
っ
た
こ
と
も
、記
紀
で
は
有
名
で
す
。

そ
の
癖
が
原
因
で
嫉
妬
深
い
皇
后
が
怒
り
に
打
ち
震
え
て
取
っ
た
行
動
と
は
、一
体
何
な
の
で
し
ょ
う
。

聖
帝
、色
を
好
む…

嫉
妬
深
き
皇
后
の
涙

徳
天
皇
は
、治
世
が「
聖
の
帝
の
世
」と

称
え
ら
れ
る
ほ
ど
、民
衆
の
た
め
に
政

治
を
行
っ
た
天
皇
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

難
波
の
高
津
宮
で
天
下
を
治
め
て
い
た
仁
徳
天

皇
は
あ
る
と
き
、高
い
山
か
ら
見
渡
し
た
国
土

に
炊
事
の
煙
が
立
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、民

の
貧
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
に
気
付
き
ま
す
。そ
こ

で
3
年
間
の
免
税
を
行
っ
て
民
の
生
活
の
立
て

直
し
を
図
る
と
と
も
に
、自
身
の
生
活
も
倹
約

し
、徹
底
し
て
民
を
大
切
に
し
た
そ
う
で
す
。し

か
し
、仁
徳
天
皇
に「
恋
多
き
帝
」と
い
う
別
の
顔

も
あ
っ
た
た
め
に
、ち
ょ
っ
と
困
っ
た
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

仁
徳
天
皇
の
皇
后
は
大
和
の
豪
族
で
あ
る
葛
城

氏
の
娘
・
磐
之
媛
で
す
が
、彼
女
は
記
紀
に
登
場

す
る
古
代
の
女
性
の
中
で
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
の

妻
・
ス
セ
リ
ビ
メ
と
並
ぶ
ほ
ど
気
性
が
激
し
く
、

嫉
妬
心
が
強
い
女
性
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。古
代
の
天
皇
は
皇
后
の
ほ
か
に
妃
、夫
人
、

嬪
と
い
う
身
分
の
女
性
を
何
人
も
持
つ
こ
と
は

一
般
的
で
し
た
が
、仁
徳
天
皇
は
磐
之
媛
の
嫉

妬
に
よ
り
、女
性
た
ち
を
宮
中
に
入
れ
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。

　ま
た
、以
前
か
ら
八
田
皇
女
を
妃
に
し
た
い

と
考
え
て
い
た
仁
徳
天
皇
で
し
た
が
、そ
の
こ

と
を
磐
之
媛
に
相
談
す
る
も
、当
然
な
が
ら
許

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

る
と
き
磐
之
媛
は
、神
事
の
酒
宴
で
使

う
柏
の
葉
を
採
る
た
め
に
紀
伊
国
の

熊
野
岬
へ
出
か
け
る
こ
と
に
。こ
れ
を
絶
好
の

機
会
だ
と
思
っ
た
仁
徳
天
皇
は
、八
田
皇
女
を

宮
中
へ
招
き
入
れ
て
し
ま
う
の
で
し
た
。

　熊
野
岬
か
ら
の
帰
路
、難
波
の
港
で
そ
の
こ
と

を
知
っ
た
磐
之
媛
は
怒
り
心
頭
に
発
し
、採
っ
て

き
た
柏
の
葉
を
投
げ
捨
て
、山
城
の
筒
城
岡（
京

都
府
京
田
辺
市
）に
籠
も
っ
て
し
ま
い
ま
す
。慌

て
た
仁
徳
天
皇
は
和
歌
を
送
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
努
力
で
磐
之
媛
の
心
を
和
ら
げ
よ
う
と
す
る

の
で
す
が
、ま
る
で
効
果
な
し
…
…
。磐
之
媛
は

怒
り
お
さ
ま
ら
ぬ
ま
ま
山
城
に
留
ま
り
、5
年

後
亡
く
な
っ
た
の
で
し
た
。

　古
事
記
で
は
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、仁
徳
天

皇
と
磐
之
媛
が
後
日
和
解
し
た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。神
事
に
使
う
葉
を
投
げ
捨
て
る
ほ
ど
の

怒
り
で
す
か
ら
、そ
う
簡
単
に
は
和
解
で
き
な

か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。な
お
、こ
の
話
に
出
て

く
る
熊
野
岬
は
、本
州
最
南
端
の
潮
岬
だ
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

仁

あ

記紀・
９つの物語

た
か
つ
の
み
や

つ
つ
き
の
お
か

い
わ
の
ひ
め

か
つ
ら
ぎ

ひ

ひ
ん

や
た
の
ひ
め
み
こ

潮御崎神社の入口付近と拝殿前に、
マルバチシャの木が生えています。「御
綱柏」と名付けられたこの木の葉こそ、
磐之媛が投げ捨てた柏の葉だと伝えら
れています。ちなみにマルバチシャは沖
縄県から千葉県あたりに分布していま
すが、近年は絶滅が危惧される希少な
木です。

コ
ラ
ム

潮御崎神社では春に芽が出て、11月くらい
まで葉を見られる。「御綱柏（みつながしわ）」
の名で、串本町の文化財に指定されている

マルバチシャ
磐之媛はこの葉を採った？

潮御崎神社 【 しおのみさきじんじゃ 】

磐之媛が柏の葉を採りに訪れたころは潮岬の石窟に御
祭神の少彦名命が祀られていたと伝わる。現在潮岬灯
台が立っている旧社地を経て、明治2年（1869）に現在
の地に遷座。潮岬は風がとても強く吹く場所のため、境
内が石垣で囲まれているのも特徴的。

本州最南端に鎮座する神社

t0735-62-5755（道の駅 くしもと橋杭岩）
串本町くじの川 Ji散策自由 p51台

　　 P32 E-4

海岸線から沖に向かい大小40個あまりの奇岩
が並ぶ名勝で、国の天然記念物に指定。弘法
大師が架けようとした橋の名残だとも伝わる。

スタンプ設置ポイント周辺のおすすめスポット

パ
ン
を
目
当
て
に
県
外
か
ら

多
く
の
人
が
訪
れ
る奇

岩
が
連
な
る
絶
景

時
間
を
忘
れ
る

N.
Y.
ス
タ
イ
ル
カ
フ
ェ

t0735-65-0065 串本町大島1158
J9時30分～18時（カフェは10時～16時30分LO）
i月・火曜 p4台 　　 P32 E-4

パンをゆっくり選び、食べてもらえる場所をと、
串本町大島に誕生した木造店舗のベーカ
リー。常時50種ほど揃うパンは、特にハード系
が人気で、県外から訪れる人も多い。

パンとカフェ nagi
ぱんとかふぇ なぎ

橋杭岩
はしぐいいわ

t0735-67-7100 串本町潮岬2838-3
G無料 J9～17時 i年末年始 p21台
　　  P32 F-4

t0735-62-3171（南紀串本観光協会）
串本町潮岬2877 G入場200円

J9～16時（5～9月は～16時30分） i無休
p50台（1日300円） 　　  P32 F-4

1
4
0
年
以
上
も

船
を
見
守
る

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

南
紀
熊
野
の
自
然
を
学
ぶ

南紀熊野のダイナミッ
クな自然を、大型立体
模型に迫力の映像を投
影したプロジェクション
マッピングや体験装置
で学べる。館内ガイドに
よる案内もある。

南紀熊野
ジオパークセンター
なんきくまの
じおぱーくせんたー 明治6年（1873）の初点

灯以来、海上交通の要
所として行き交う船を
140年以上見守り続け
る白亜の灯台。68段のら
せん階段を上り、台上に
出ると、眼下に大海原が
広がる。

潮岬灯台
しおのみさきとうだい

参道を歩くと
潮騒が聞こえる！

P32
F-4

MAP

すくなびこなのみこと

t0735-70-4500 串本町串本2435
J9～19時（日曜は12～18時） i水曜 p6台
　　 P32 E-4

港近くの倉庫を改装し、本格的なコーヒーと
軽食、スイーツを提供。人気のチーズケーキは
日替りで3種が揃うほか、軽食もある。

TSUBAKI coffee and more
つばき こーひー あんど もあ

t0735-62-0919
串本町潮岬2878

Ji参拝自由
pあり

スタンプ
設置

ポイント

に
ん
と
く

本州最南端の記紀スポット［串本町］

記紀ゆかりの地を巡ろう! ｜和
歌山を巡る｜
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あ
ろ
う
こ
と
か
有
間
皇
子
は
そ
の
言
葉
を
信
じ

て
し
ま
い
、翌
日
に
は
赤
兄
邸
を
訪
問
。と
も
に

謀
議
し
た
は
ず
の
赤
兄
の
兵
に
捕
ら
え
ら
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。赤
兄
と
中
大
兄
皇
子
は
裏
で

つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　牟
婁
へ
護
送
さ
れ
た
有
間
皇
子
を
待
っ
て
い

た
の
は
、中
大
兄
皇
子
に
よ
る
尋
問
。な
ぜ
謀
略

を
企
て
た
の
か
と
の
問
い
に
、「
天
と
赤
兄
が

知
っ
て
い
る
、私
は
何
も
知
ら
な
い
」と
だ
け
答

え
た
有
間
皇
子
。そ
の
後
、都
へ
送
ら
れ
る
途

中
、藤
白
坂（
海
南
市
藤
白
）で
絞
殺
さ
れ
19
歳
と

い
う
短
い
生
涯
を
終
え
た
の
で
し
た
。

飛
鳥
時
代
の
皇
族
で
、牟
婁
の
湯（
白
浜
温
泉
）を
称
賛
し
、広
め
た
と
さ
れ
る
有
間
皇
子
。

19
歳
と
い
う
若
さ
で
世
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
の
儚
い
人
生
は
、始
ま
り
か
ら
悲
し
い
も
の
で
し
た
。

名
湯
を
広
め
た
皇
子
の
知
ら
れ
ざ
る
悲
劇

極
天
皇
4
年（
6
4
5
）の
乙
巳
の
変

で
、中
大
兄
皇
子（
の
ち
の
天
智
天
皇
）

が
中
臣
鎌
足
ら
と
と
も
に
、権
力
者
だ
っ
た
蘇

我
蝦
夷
・
入
鹿
父
子
を
滅
ぼ
し
ま
す
。皇
極
天
皇

は
こ
の
件
で
皇
位
を
弟
に
譲
り
、孝
徳
天
皇
が

即
位
。ま
た
、大
化
の
改
新
を
主
導
し
た
中
大
兄

皇
子
は
皇
太
子
と
な
り
、政
治
の
実
権
を
握
る

こ
と
と
な
る
の
で
し
た
。

　孝
徳
天
皇
は
都
を
難
波
長
柄
豊
碕
の
宮
に
遷

し
ま
す
が
、8
年
後
の
白
雉
4
年（
6
5
3
）、中

大
兄
皇
子
は
都
を
飛
鳥
に
戻
す
こ
と
を
孝
徳
天

皇
へ
進
言
。し
か
し
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
な

か
っ
た
た
め
、中
大
兄
皇
子
は
孝
徳
天
皇
を
残

し
、皇
后
や
そ
の
他
大
勢
を
連
れ
て
飛
鳥
へ

戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
。孤
立
し
た
孝
徳
天
皇
は

打
開
策
に
悩
み
苦
し
み
、1
年
後
に
崩
御
さ
れ

た
の
で
し
た
。こ
の
時
、孝
徳
天
皇
の
子
・
有
間

皇
子
は
ま
だ
6
歳
で
し
た
。そ
こ
で
孝
徳
天
皇

の
あ
と
は
皇
極
天
皇
が
再
び
皇
位
に
つ
き
、斉

明
天
皇
と
し
て
政
を
行
い
ま
す
。皇
太
子
の
中

大
兄
皇
子
に
と
っ
て
、聡
明
な
有
間
皇
子
も
天

皇
の
子
で
あ
り
、皇
位
継
承
の
最
大
の
ラ
イ
バ

ル
で
し
た
。

　し
か
し
、有
間
皇
子
は
争
う
こ
と
を
嫌
い
、自

ら
を
病
で
あ
る
よ
う
に
装
い
ま
し
た
。斉
明
天

皇
3
年（
6
5
7
）、有
間
皇
子
は
牟
婁
の
湯
に

出
か
け
、そ
の
よ
さ
を
斉
明
天
皇
に
報
告
し
ま

す
。「
あ
の
あ
た
り
の
風
光
に
接
し
た
だ
け
で
病

気
が
癒
さ
れ
ま
し
た
。天
皇
も
お
出
か
け
に
な

ら
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
」と
。少
し
前
に
孫
を

亡
く
し
、悲
し
み
に
暮
れ
て
い
た
斉
明
天
皇
は
大

い
に
喜
び
、翌
年
に
中
大
兄
皇
子
ら
を
連
れ
て
牟

婁
の
湯
へ
行
幸
し
ま
し
た
。

件
は
そ
の
留
守
中
に
起
こ
り
ま
す
。蘇

我
入
鹿
の
従
弟
・
蘇
我
赤
兄
が
有
間
皇

子
邸
を
訪
れ
、謀
反
を
そ
そ
の
か
し
た
の
で
す
。

皇

事

記紀・
９つの物語

有間皇子が19歳という短い生涯を終え
た藤白坂の入口にあり、斉明天皇が牟
婁の湯へ行幸した際に祠を建てたと伝
わる地。境内には有間皇子神社があり、

「有間皇子まつり」が毎年11月11日に
開催されます。境内には有間皇子を偲
ぶ万葉歌碑も立っており、熊野へ入る
一の鳥居と称されます。

コ
ラ
ム

t073-482-1123 海南市藤白448
Ji参拝自由 p50台
　　  P33 C-2

藤白神社
ふじしろじんじゃ

悲劇の皇子・有間皇子も祀る

しの

スタンプ設置ポイント周辺のおすすめスポット

有間皇子之碑 【 ありまのみこのひ 】

白浜の中心地・白良浜近くに建てられており、悲劇の皇子は町の恩人
として、今もこの地では大切な存在とされている。

日本三古湯として古
くから世に知られる
白浜温泉だが、きっ
かけとなったのは、
有間皇子が斉明天
皇に温泉地のよさ
をすすめたという故
事による。その功績
を称える顕彰碑が

t0739-43-6588（白浜町観光課） 白浜町白良ヶ丘
Ji見学自由 pなし（近隣に有料駐車場あり）

温泉地の中心部に立つ

湯崎温泉碑 【 ゆざきおんせんひ 】

つの温泉が人気を集めた。その歴史やいわれを記載した碑が、「湯崎
七湯」のひとつだった礦湯源泉近くに建てられている。

かつて牟婁の湯と呼
ばれていた白浜温泉
は、当初海岸沿いに
いくつもの温泉が
あったという。その後
湯崎温泉と呼ばれ
るようになり、明治
時代になると「湯崎
七湯」といわれる7

t0739-43-6588（白浜町観光課） 白浜町礦湯
Ji見学自由 pなし（近隣に有料駐車場あり）

白浜温泉の成り立ちを知る

t0739-42-3129 白浜町1279-3
J8～18時（季節により変動あり。モーニングは～
10時30分） i無休（臨時休業あり）
p20台（第2駐車場あり） 　　  P33 E-2

白浜銘菓「かげろう」で知られる福菱の本店
に併設のカフェ。ここだけで食べられる生かげ
ろう（1個100円～）のほか、ランチなども充実。

Kagerou Cafe かげろう かふぇ

t0739-42-3016 白浜町湯崎1668
G3歳以上500円 J8～18時（10～3月は～17時、7・
8月は7～19時） i無休（メンテナンスによる臨時
休業あり） p15台 　　  P33 E-2

「湯崎七湯」のうち、当時から変わらない風情が
残っているのが、海にせり出した崎の湯。1000年
以上の歴史があり、潮の香りと目前の太平洋の
眺望で、まるで海に浸かっている気分に。

崎の湯 さきのゆ

潮
風
香
る

絶
景
露
天
風
呂

ふ
わ
ふ
わ
の

食
感
の
と
り
こ
に

t0739-42-4027 白浜町1405-15
J11～14時、17～22時（21時30分LO）
i火曜 p8台 　　  P33 E-2

太平洋と大阪湾がぶつかる紀伊水道ならで
はの旬の魚介が存分に味わえると評判の店。
ランチには、数量限定の特製日替わりちらし
寿司（2090円）がおすすめ。

幸鮨 こうずし

紀
州
の
海
鮮
を

じ
っ
く
り
堪
能

有間皇子にすすめられて白浜へ行幸した斉明
天皇が立ち寄った際に座ったと伝わる「斉明
石」が御神体。斉明天皇以後、持統天皇や文
武天皇をはじめとした多くの皇族や貴族が訪れ
ている。県の天然記念物に指定されている社
叢の森は、波音がこだまする心地よい空間。

t0739-43-0558 白浜町744 Ji参拝自由
p正面鳥居手前右側50m先の
　月極駐車場内に数台駐車可能

【 くまのさんしょじんじゃ 】熊野三所神社

熊野三山の別宮的存在

スタンプ
設置

ポイント

御神体を模した
「玉座石」が

本殿横に

P33
E-2

MAP P33
E-2

MAP

P33
E-2

MAP

あ
り
ま
の
み
こ

む
ろ

な
か
の
お
お
え
の
お
う
じ

て
ん
ぢ

い
っ
し

な
か
と
み
の
か
ま
た
り

そ

が
の
え
み
し
・
い
る
か

こ
う
と
く

こ
う
ぎ
ょ
く

ぎ
ょ
う
こ
う

そ
が
の
あ
か
え

な
に
わ
な
が
ら
と
よ
さ
き

は
く
ち

ま
つ
り
ご
と

さ
い

め
い

まぶゆ

じとう

む

もん

しゃ

そう

有間皇子が湯浴みをした

日本三古湯のひとつへ
［白浜町］

記紀ゆかりの地を巡ろう! ｜和
歌山を巡る｜
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1

3
2

4

6

5

7

木本八幡宮

和歌山城

←南海加太駅

都麻津姫神社

Nature
Café
M’s Nest

宇賀部神社

橘本神社

阪
和
線

紀
勢
本
線

和
歌
山
電
鐵

貴
志
川
線

加茂郷駅

阪
和
自
動
車
道

南
海
本
線

和歌山市

海南市

和歌山IC

海南東IC

海南IC

和歌山南スマートIC

下津IC

和歌山北IC

42

42

精進CAFE
ふぉい新通店

和歌山港駅

和歌山駅和歌山市駅

136

145

142

誉田別命はのちの第15代応神
（おうじん）天皇。境内には頓宮古
蹟（とんぐうこせき）の石碑がある

円形の店内は
空間にゆとりを
持たせてテーブ
ルが並び、くつ
ろげる雰囲気

歴史を感じさせ
る神門を通って
本殿へ

CUPS COFFEE&CUPCAKES

和歌山県産の食
材を取り入れた、
季節ごとのカップ
ケーキが人気。

P11

最初に6本
の橘が植え
られたと伝わ
る「 六 本 樹
の丘」は、神
社から徒歩
約10分

熊野古道九十九王子のひとつ、所坂王
子跡に立つ神社。垂仁天皇のために霊
菓（橘）を持ち帰った田道間守を祀って
いる。霊菓を最初に移植したと伝わって
いるのが、旧社地である「六本樹の丘」。

橘本神社

深い緑に
囲まれた
社殿

御神木には
今でも

橘が実る

「おこべさん」
の愛称で
親しまれて

いる

ヘルシー
メニューに
大満足！

兄妹が
今も仲よく
並んでいる

海南市

きつもとじんじゃ

P33 D-2

約20
分

約
10

分

約15
分

約30分

約
10

分

約20
分

花山温泉 薬師の湯

源泉かけ流しの天然温
泉。超高濃度炭酸泉で
身体の芯まで温まる。

P11

陰陽五行説にもとづき、肉や魚、香りの
強い野菜を使わずに作る精進料理の
専門店。酵素玄米やてんさい糖など、身
体に優しい食材にこだわったランチメ
ニューのほか、スイーツも揃う。

精進CAFE
ふぉい 新通店

和歌山市

しょうじんかふぇ ふぉい しんとおりてん

P33 B-2

P11

木本八幡宮

三種の神器のひとつである八咫鏡と同体の日
像鏡が一時期祀られていたといわれている。神
功皇后の御子・誉田別命を守護するために武
内宿禰が仮の宮を建てた場所にある。

和歌山市

きもとはちまんぐう

やたのかがみ ひ

とらふすやま

がたのかがみ じん

ぐう

うちのすくね

みこ ほむたわけのみこと たけの

なぐさとべ

ところざか

すいにん れい

たぢまもりか

P33 B-2

P23

都麻津姫神社

兄イタケル、姉オオヤツヒメとと
もに全国を植樹して回り、緑豊
かな日本を創り上げたツマツヒ
メが主祭神。本殿内には兄妹
が並んで祀られており、その奥
には深い森が広がっている。

和歌山市

つまつひめじんじゃ

P33 B-3
P13

P19

フルーツやクリームがデコ
レーションされたシフォンケー
キとドリンクのセット（850円） Nature Café

M’s Nest

ガソリンスタンドだった建物を改装
した、ユニークなベジタリアンカ
フェ。身体に優しい薬膳カレーがラ
ンチの定番で、米粉で作るシフォン
ケーキも食後のスイーツに好評。

和歌山市

ねいちゃーかふぇ えむず ねすと

P33 C-2

P13

カムヤマトイワレビコに敗れた紀伊国の
豪族・名草戸畔の伝承が残る神社。古
くから頭の病にご利益があると人々の信
仰を集めており、合格祈願や学業成就
で若い世代も参拝に訪れる。

宇賀部神社
海南市

うかべじんじゃ

P33 C-3

P15

和歌山城

豊臣秀吉が弟の秀長に築城させ
たのが始まりで、紀州徳川家の
居城だった。「日本100名城」に選
定されており、虎伏山の頂上にあ
る天守閣からは、和歌山市街の
大パノラマが一望できる。

和歌山城は敷地全体が公園になって
いる。緑の中にそびえる天守閣が美しい

わかやまじょう

和歌山市 P33 B-2

P11
和歌山市の
シンボル

ココもオススメ

ココもオススメ

中野BC P19

日本酒と梅酒の醸
造蔵で酒蔵見学が
できる。日本庭園の
美しさも必見。

編

紀
北

多
く
の
神
々
の
ゆ
か
り
の
地
が
多
い

和
歌
山
市
か
ら
、海
辺
の
町
・
海
南
市
へ
。

紀
伊
国
の
成
り
立
ち
を
た
ど
る
歴
史
ド
ラ
イ
ブ
！

モ
デ
ル
コ
ー
ス

ドライブ
途中の

ブレイクに！

ココも
オススメ

木本八幡宮10：30
所要時間：20分

阪和自動車道和歌山北IC

阪和自動車道下津IC

和歌山城11：10
所要時間：60分

都麻津姫神社13：40
所要時間：20分

Nature Café
M’s Nest

14：10

所要時間：30分

宇賀部神社14：55
所要時間：20分

橘本神社
所要時間：40分

15：45

精進CAFE
ふぉい 新通店

12：20

所要時間：60分

モデルコース

記
紀
ゆ
か
り
の
地
を
ド
ラ
イ
ブ

※所要時間は目安です
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1

4

5

御坊市

崎の湯

小竹八幡神社

香梅堂

潮御崎神社

幸鮨

神倉神社熊野三所神社

371

168

311

42

42

串本町

新宮市

那智勝浦新宮道路

紀伊大島

白浜町

田辺市

紀勢本線

紀勢本線

阪和自動車道

3
2

すさみ南IC

新宮南IC

那智勝浦IC

市屋

南紀田辺IC

御坊南IC

7
6

上富田IC

南紀白浜IC

←国道311号線へ

御坊IC

白浜銀座と呼ばれる飲食
店街の奥に店がある。ラン
チで握りを楽しむことも可能

斉明天皇行幸碑が拝殿近くに立つ

1000年以上にわたり、
多くの人に親しまれ続
けている

白浜には万葉の時代から「湯
崎七湯」と呼ばれる温泉があ
り、当時の風情が残っている
のがここ。目の前に雄大な太
平洋が広がり、波しぶきが届く
ほどの最高のロケーション！

崎の湯

源頼朝が寄進し
たといわれる石
段が圧巻

脇殿に佇む宿禰神社

紀州徳川家初代藩主の徳川頼宣公の
別邸があった場所に立つ。夫である仲
哀天皇に代わって連戦した神功皇后ゆ
かりの場所でもある。境内には神功皇
后の忠臣・武内宿禰を祀る社もある。

小竹八幡神社

明治元年（1868）創業。和三盆の
優しい甘さが特徴的な鈴焼は、こ
こだけで買える新宮の名物菓子と
して年齢を問わず人気。創業以来
作り続けられている煎餅も、店を
代表する味としてファンが多い。

香梅堂

境内には
「火雨塚古墳」

もある

日高地方の
大祭「御坊祭」

の舞台！

食べ出したら
止まらない
おいしさ

奇祭
「お燈祭」

の舞台

日本
三古湯の
ひとつ

季節の
魚介が
たっぷり

御坊市

しのはちまんじんじゃ

P33 F-1

かつては潮岬の石窟にあったと伝わる、本州最南端
の神社。参道の奥には太平洋が一望できる「潮岬の
鯨山見」があり、緑に囲まれた鯨山見までの道は、潮
騒を聞きながらのんびり歩きたい。

参道と拝殿前に記紀ゆかりの「御綱柏（みつながしわ）」がある

潮御崎神社
串本町

しおのみさきじんじゃ

P32 F-4

白浜町

さきのゆ

P33 E-2

新宮市

こうばいどう

P32 E-6

潮岬灯台
本州最南端・潮岬のシン
ボル。白亜の建物から太
平洋の大パノラマを！

P25

橋杭岩
弘法大師の伝説も残り、
国の天然記念物に指定
されている名勝。

P25

緑が
いっぱいの
参道！

P21

白浜で寿司を食べるならこ
こ、と評される有名店。紀伊
水道の旬の魚介を使った寿
司が絶品！ ランチなら数量
限定で提供される特製日替
わりちらし寿司（2090円）も
ぜひ。

幸鮨
白浜町

こうずし

P33 E-2

P27

P27

P25

熊野の神々が初めに降臨した聖
跡。自然石を積み上げた急な階段を
登った先に、御神体のゴトビキ岩が
あり、そこから眺める市街地と熊野
灘の眺めは、新宮市随一と評判。

神倉神社
新宮市

かみくらじんじゃ

P32 F-5

P17

P17

ちゅう

じんぐう

たけのうちのすくね

名勝・白良浜に隣接する森の中に佇む
古社。斉明天皇が有間皇子にすすめら
れて行幸した際に座ったと伝わる「斉明
石」が御神体。境内に立つと、かすかに
聞こえる波の音が心地いい。

熊野三所神社
白浜町

くまのさんしょじんじゃ

P33 E-2

P27

さいめい

ぎょうこう

ありまのみこ

くじらやまみ

約6
0分

約5分

約
5分

約70分

約5分

約60
分

Kagerou Cafe
白浜銘菓「かげろ
う」を手がける福菱
本店に併設。「生か
げろう」が食べられ
るのはここだけ！

P27

ココもオススメ

ココもオススメ

ココも
オススメ

編

紀
中
・
紀
南

モ
デ
ル
コ
ー
ス

7

小竹八幡神社10：00
所要時間：20分

阪和自動車道御坊IC

紀勢自動車道上富田IC
（国道168号線、311号線経由）

11：20 熊野三所神社
所要時間：20分

12：50 崎の湯
所要時間：30分

潮御崎神社
所要時間：20分

14：30

神倉神社15：50
所要時間：40分

幸鮨
所要時間：60分

11：45

モデルコース

香梅堂
所要時間：10分

16：35

御
坊
市
か
ら
本
州
最
南
端
の
串
本
町
を
経
て
、

歴
史
と
世
界
遺
産
の
ま
ち
・
新
宮
市
へ
。

太
平
洋
岸
を
巡
る
記
紀
の
旅
！

記
紀
ゆ
か
り
の
地
を
ド
ラ
イ
ブ

※所要時間は目安です

あい
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和歌山市・海南市

御坊市

白浜町

串本町

新宮市

熊 野 灘

太 平 洋

大 阪 湾

和歌浦湾

洞山 高峰

大森山
妙法山

米山

三舞山

麦粉森山
赤土森山

法師山

大塔山

赤倉岳
西ノ峰

高星山 大塔山

子ノ泊山

千丈山

和田森

笠塔山

要害森山

安堵山
大平多山

高甲良山

牛廻山
玉置山

茶臼山

大森山

槙山

橡山

伯母ケ峰

鉾尖岳 転法輪岳

涅槃岳

荒神岳

大日岳

仏生嶽

天狗岳

陣ケ峰

武士ケ峯 大普賢岳

弥山

扇形山

大天井ケ岳

石堂山

白馬山

尖峰山

雨山

龍門山

四石山

三峰山

三石山

和歌山県

奈良県

大阪府

三重県

熊野市

新宮市
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古民家カフェ 叶糸
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紀伊國屋文左衛門船出の碑
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杉尾神社 P15

 P14 水門吹上神社・神武天皇聖蹟男水門顕彰碑
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風水花 P13
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伊太祁曽神社 P13
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精進CAFE ふぉい 新通店
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串本町

串本町役場
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出雲小潮岬小潮岬中

大島小

串本古座高

橋杭小

潮岬病院

町立病院

稲村崎
トルコ軍艦遭難慰霊碑
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黒鼻
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パンとカフェ nagi P25

TSUBAKI
 coffee and more
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緑丘中

城南中
王子ヶ浜小
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湊
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くらしの道具とお茶
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ワールド
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白浜町役場

白浜町

上富田町
田辺市内ノ浦

才野
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崎の湯
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有間皇子之碑  P27
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記紀
ゆかりの地

MAP
「記紀」に登場する場所は、和歌
山県全域に広がっています。どこ
から巡るか計画を立て、ぜひ「記
紀」の世界を体感してください。

神武天皇聖蹟狭野顕彰碑
じんむてんのうせいせきさのけんしょうひ

カムヤマトイワレビコ
との戦に敗れた名草
戸畔（なぐさとべ）の足
を祀っていると伝わる

千種神社
ちぐさじんじゃ

7世紀中頃以降に造営
された終末期古墳の
ひとつ。有間皇子が被
葬の有力な候補者

岩内一号墳
いわうちいちごうふん

応神（おうじん）天皇と
神功（じんぐう）皇后な
どを祀る。応神天皇の娘
が住んだ里とも伝わる

宮原神社
みやはらじんじゃ

紀伊国の豪族・名草戸畔（なぐさ
とべ）の祖先に当たる名草彦命

（なぐさひこのみこと）と名草姫命
（なぐさひめのみこと）が御祭神

名草神社
なぐさじんじゃ

カムヤマトイワ
レビコが熊野
に到着し、最初
に上陸したの
が新宮市佐野
だと伝わる

和歌山市冬野宮垣内2107 

海南市重根1125

新宮市佐野（佐野王子跡西側）

有田市宮原町道359

熊野古道・藤白坂の登り
口に、墓地伝承地があ
り、有間皇子が詠んだ
歌の歌碑が立っている

有間皇子史跡
ありまのみこしせき

海南市藤白353

御坊市岩内845-1

樹木の種を蒔き、日本
を緑豊かな地に変え
たイタケルの妹神であ
るオオヤツヒメを祀る

大屋都姫神社
おおやつひめじんじゃ

和歌山市宇田森59

33 32



総計120名様に和歌山県の名産品が当たる！

わかやま記紀の旅 周遊スタンプラリー
記紀ゆかりの８つのスタンプ設置ポイントを巡り、

２つのイラストを完成させたら、プレミア和歌山推奨品が手に入るチャンス！

※本冊子掲載のデータは2020年3月末日現在のものです。発行後に、営業時間、定休日、メニュー等の営業内容が変更になることや、臨時休業等で利用
　できない場合があります。また、各種データを含めた掲載内容の正確性には万全を期しておりますが、おでかけの際には電話等で事前に確認・予約される
　ことをおすすめいたします。

※本冊子掲載の料金は、原則として取材時点で確認した消費税込みの料金です。ただし各種料金は変更されることがありますので、ご利用の際はご注意く
　ださい。

※本冊子掲載の利用時間は、原則として開店（館）～閉店（館）です。ラストオーダーや入店（館）時間は、通常閉店（館）時刻の30分～1時間前ですので
ご注意ください。ラストオーダーはLOと表記しています。

※本冊子に掲載している地図は、国土地理院発行の数値地図（国土基本情報）、電子国土基本図（地図情報）及び数値地図（国土基本情報20万）を
編集・加工して作成しました。

発行：和歌山県観光振興課　（公社）和歌山県観光連盟

ご応募の際は、キリトリ線左側の応募用紙が必要です。
スタンプをすべて押印するまでは、切り取らないでください。

抽選で
こんな
賞品が！

5,000円相当の賞品
× 40名様

3,000円相当の賞品
× 60名様

10,000円相当の賞品 × 20名様
Ａ
賞

B
賞

C
賞

プレミア和歌山とは

「和歌山県内で生産・製造さ
れたもの」「安心・安全を重視
したもの」「和歌山らしさ・和歌
山ならではのもの」という観点
から、優良な県産品を認定・推
奨する制度。

※写真はイメージです。

応募宛先 〒640-8585 和歌山市小松原通1-1 和歌山県観光振興課
わかやま記紀の旅 担当者

当選発表 賞品の発送をもってかえさせていただきます

応募締切 令和3年（2021）3月15日（月）※必着

注
意
事
項

●応募はおひとりにつき、1回限りです。
●スタンプのイラストの右端部が応募に必要となりますので、スタンプは必ず本冊子付属のスタンプ押印帳
　（この頁の裏面）に押印してください。他の用紙の切り貼りや、コピーは認められません。
●2つのイラストが完成後、ミシン目より応募用紙を切り取り、両面に必要事項をご記入のうえ、応募用紙
　のみを封筒に入れて、上記宛先まで応募ください。
●ご応募の際にいただく個人情報は、当選賞品の発送業務にのみ使用いたします。
●賞品の発送先は日本国内に限らせていただきます。
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●南海フェリー（和歌山港のりば） ☎073-422-2156
●JR西日本お客さまセンター ☎0570-00-2486
●JR東海テレフォンセンター ☎050-3772-3910

●南海テレフォンセンター ☎06-6643-1005
●和歌山電鐵 ☎073-478-0110
●紀州鉄道 ☎0738-23-0001

●（公財）日本道路交通情報センター
　☎050-3369-6666
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岩出根来IC
泉佐野JCT

高野口IC

岸和田和泉IC

和歌山
JCT

和歌山IC
和歌山南スマートIC

橋本IC
かつらぎ西IC

熊野大泊IC

城陽IC

京都南IC

吹田JCT

阪神高速湾岸線

阪和自動車道

友ヶ島汽船

那智勝浦新宮道路

高
野
龍
神
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

阪
和
自
動
車
道

名神高速道路

新
名
神
高
速
道
路

近
畿
自
動
車
道

第2京阪道路

紀勢自動車道

熊野尾鷲道路

京奈和

自動車道

名神高速道路

西名阪自動車道

湯
浅
御
坊
道
路

名阪国道

伊
勢
自
動
車
道

東
名
阪
自
動
車
道

紀
勢
自
動
車
道

新幹線 新幹線

南海フェリー

南紀白浜空港
( 羽田空港から約70分 )

和
歌
山
県

北山村

徳
島
港
へ

博
多
駅
へ

東
京
駅
へ

熊野本宮大社
熊
野
速
玉
大
社

市屋

熊野那智大社

アクセスガイド
和歌山県

和歌山県観光ホームページ http://www.wakayama-kanko.or.jp/ 和歌山県観光情報 検 索
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和歌山県観光振興課
（公社）和歌山県観光連盟
〒640-8585 和歌山市小松原通1-1
☎073-441-2775／073-422-4631　FAX 073-432-8313

わかやま紀州館
〒100-0006
東京都千代田区有楽町2-10-1 東京交通会館地下1F
☎03-3216-8000　FAX 03-3216-8002

和歌山県名古屋観光センター
〒460-0008
名古屋市中区栄4-16-36 久屋中日ビル4F
☎052-263-7273　FAX 052-265-0327



【都麻津姫神社】

【木本八幡宮】

【宇賀部神社】

【神倉神社】

【橘本神社】

【小竹八幡神社】

【潮御崎神社】

古
事
記
・
日
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書
紀

い
に
し
え
の

物
語
か
ら
た
ど
る

和
歌
山
の
旅
へ

【熊野三所神社】

和歌山県の
名産品を
GET

スタンプを集めて

〈
キ
リ
ト
リ
線
〉

〈
キ
リ
ト
リ
線
〉

す
べ

て
の

ス
タ

ン
プ

を
押
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わ
か

る
よ

う
に

、確
認

用
欄

を
切

り
取

り
ま

す
。ご

了
承

く
だ

さ
い

。

同じ台紙にスタンプを重ねていくことで、カラフルな1つの
イラストを完成させる「重ね押しスタンプラリー」にチャレンジ！

紀北エリアで1つ、紀中･紀南エリアで1つ、
あわせて2つのイラストを完成させよう。

わかやま
記紀の旅

スタンプ押印帳
周遊スタンプラリー

スタンプをすべて
押印するまでは、
切り取らないで
ください。

スタンプをすべて
押印するまでは、
切り取らないで
ください。

ご応募の際は、キリトリ線右側の応募用紙が必要です。
イラスト全体部分を送っていただく必要はありません。

エリアの
４つのスタンプは
ココに重ね押し！

紀北

以下のスタンプ設置ポイントに用意さ
れているスタンプ台に、この頁の右端を
差し込みセットして、押印してください。

エリアの
４つのスタンプは
ココに重ね押し！

紀中・紀南

以下のスタンプ設置ポイントに用意さ
れているスタンプ台に、この頁の右端を
差し込みセットして、押印してください。

差し込み方向

差し込み方向

各スタンプ設置ポイントに用意されているスタンプ台
に、この頁の右端を差し込みセットして、押印していた
だくと、イラストがずれることなくきれいに押印できます。

※スタンプ押印が可能な時間は、設置ポイントごとに異なりま
　すのでご注意ください。
※スタンプ押印に際して別途費用は不要です。
※スタンプ設置ポイント等の近辺の路上駐車は近隣の方のご
　迷惑となりますのでご遠慮ください。
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女
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（
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木本八幡宮
（和歌山市）

「多くの有力豪族の祖となる歴代天皇の忠臣」（→P22）
▶物語に関連したモチーフとして、井戸が描かれています（武内宿禰誕生井の記述から）

都麻津姫神社
（和歌山市）

「緑豊かな紀伊国を創りし木の兄妹神」（→P12）
▶物語に関連したモチーフとして、木々が描かれています（木の兄妹神が登場する記述から）

宇賀部神社
（海南市）

「神武東征 遙かなる天下平定の道」（→P14）
▶物語に関連したモチーフとして、太陽が描かれています（太陽を背にして戦うという記述から）

橘本神社
（海南市）

「みかんのルーツ!？ 不老不死の霊菓を探せ」（→P18）
▶物語に関連したモチーフとして、みかんが描かれています（みかんのルーツとなる橘の記述から）

紀
北
エ
リ
ア
の

　ス
タ
ン
プ
設
置
ポ
イ
ン
ト

小竹八幡神社
（御坊市）

「神のお告げに従って海を渡った勇猛な皇后」（→P20）
▶物語に関連したモチーフとして、船が描かれています（西の国に遠征したという記述から）

熊野三所神社
（白浜町）

「名湯を広めた皇子の知られざる悲劇」（→P26）
▶物語に関連したモチーフとして、温泉が描かれています（温泉に出かけるという記述から）

潮御崎神社
（串本町）

「聖帝、色を好む…嫉妬深き皇后の涙」（→P24）
▶物語に関連したモチーフとして、灯台が描かれています（熊野岬へ出かけるという記述から）

神倉神社
（新宮市）

 「神武東征 八咫烏の導きで初代天皇に」（→P16）
▶物語に関連したモチーフとして、八咫烏が描かれています（八咫烏の先導で進む記述から）

紀
中
・
紀
南
エ
リ
ア
の

　ス
タ
ン
プ
設
置
ポ
イ
ン
ト


